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平成１９年第４回定例会 

四 万 十 町 議 会 会 議 録 

平成１９年１２月１３日 （木曜日） 

                 

 議 事 日 程（第４号） 

第 １ 議案第 ８３号 四万十町商工業振興条例について 

第 ２ 議案第 ８４号 四万十町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
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第 ３ 議案第 ８５号 四万十町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

第 ４ 議案第 ８６号 四万十町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例について 

第 ５ 議案第 ８７号 四万十町公営住宅条例等の一部を改正する条例について 

第 ６ 議案第 ８８号 四万十町教職員住宅条例の一部を改正する条例について 

第 ７ 議案第 ８９号 平成１９年度四万十町一般会計補正予算（第３号） 

第 ８ 議案第 ９０号 平成１９年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号） 

第 ９ 議案第 ９１号 平成１９年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予

算（第２号） 

第１０ 議案第 ９２号 平成１９年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予

算（第２号） 

第１１ 議案第 ９３号 平成１９年度四万十町大道へき地診療所特別会計補正予算（第

１号） 

第１２ 議案第 ９４号 平成１９年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第

２号） 

第１３ 議案第 ９５号 平成１９年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

第１４ 議案第 ９６号 平成１９年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１５ 議案第 ９７号 平成１９年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第１６ 議案第 ９８号 平成１９年度四万十町ふるさとの森づくり事業特別会計補正予

算（第１号） 

第１７ 議案第 ９９号 平成１９年度四万十町給与等集中処理特別会計補正予算（第１
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第１８ 議案第１００号 平成１９年度四万十町水道事業会計補正予算（第１号） 

第１９ 議会改革特別委員会の中間報告について 

第２０ 発議第 ２４号 四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会の設置について 
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午前９時３０分 開議 

○議長（味元和義君） 皆様、おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は２６名であります。定足数に達しておりますので、平成１９年

第４回四万十町議会定例会第９日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 会議順序に従い会議を進めます。 

 本日の会議に、甲把副町長より欠席届があっております。 

 報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１ 議案第８３号四万十町商工業振興条例についてを議題

とします。 

 この議案につきましては、既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） それでは、８３号の四万十町商工業振興条例について、町長にお

考えをお聞きいたします。 

 今回、初めて商工業者に対しての経営支援策として、商工業振興条例が提案されたこと

は、本当に町内の起業希望者に対しては有意義な政策であると思います。少し遅過ぎた感

もいたしますが、待ちかねた商工業振興策であり、条例制定を決意されました町長の前向

きな姿勢に敬意を表するものでございます。 

 本条例本文にはありませんが、運用規定案につきましては先日説明を受けました。条例

制定当初の案とはいえ、補助の内容や補助金額についてこの程度の内容では、希望する経

営者がほとんどいないのではないかという心配もいたします。スタート後の状況を見なが

ら希望者が極端に少ない場合、補助事業内容の充実に向けて検討をしていただけますでし

ょうか、町長。お願いします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 今回の条例につきましては、本町では初めてとなるものでござい

まして、いわば手探り状態の中で条例をつくったと、そういう感もしないではございませ

んけれども、条例をつくりましても、それが事業者等に十分活用されなければ意味のない
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ところだというふうに思っております。そういう観点からも、問者からお話もございまし

たが、これからかなりの規則を定めてまいります。また、試行的にやっていく中で見直し

等もしながら条例内容のスキルアップをいたしまして有効活用し、商工業の振興に寄与で

きるようなものにしていきたいと、そういうふうに考えております。 

○議長（味元和義君） ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） ぜひとも前向きによろしくお願いいたします。 

 もう一点、この四万十町の真の商工業振興は、商店街対策もさることながら、現在、立

派な経営をしている町内の中堅事業経営者の方々に、本業の拡大や、また、本業以外の将

来性ある事業の起業を促し、雇用の場、創出につながる支援策を打ち出すことではないか

と思います。しかしながら現在提案の条例運用内容では、補助内容や補助金額では対応し

切れないと思うのでございます。四万十町活性化のために商工業振興条例の大幅なスケー

ルアップと、新たに長期的なその補助に対する財源対応策を積極的に検討していただきた

いと思いますが、町長のお考えをお聞きをいたします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 今後に向けての取り組みについては、先ほどお答えもしたところ

でございますが、問者のご質問にもありました件も十分踏まえながら、今後の運用面でス

キルアップをしていくと、そういうことで取り組んでまいりたいというふうに考えており

ます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） 若干、山上議員の件と重複するかもしれませんけれども、この

条例の説明資料の中で、６ページに、「利用者に魅力のある助成制度を担保するだけの原資

の確保が今後の大きな課題である」とこういった表現で出ておりますが、いわゆる、これ

は条例でありますので、一般財源からの目下持ち出しでいくのかもしれませんけれども、

具体的に、これは町長、今おっしゃるように試行錯誤、いろいろしていかないかんという

ことはわかりますが、現在、執行部で考えというのは、具体的にこの原資の捻出というも

のはどういったふうなものを考えておられるのか、具体的なものがあればお聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えをさせていただきます。 
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 議員さんご指摘のように、非常に厳しい財政の中で、どういう財源を使うていくのかと

いうことですが、今、具体的にはまだ決まっておりません。合併補助金が２億７，０００

万ほどある中で、現在、９，０００万ほど残っております。そういう活用とですね、合併

まちづくり交付金というのが６億２，０００万ほど入るわけですが、その中で４億円を積

み立てておると、そういう中で、できればその２つの中で活用を考えていきたいとは考え

ております。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

 ２３番宮地章一君。 

○２３番（宮地章一君） 今回、四万十町商工業振興条例ということで、ある面では非常

に画期的な条例ではないかというふうに思っておるわけですが、また他方では、それだけ

商工業が今、四万十町においては厳しくなっておるという現状のあらわれでもあるという

ふうにもとらえておるわけでございます。 

 提案の趣旨の中で、「しまんと町地域雇用創造協議会」という言葉が入っております。ま

た、「四万十町産業振興連絡会」というのも入っておるわけですが、その組織がどういうも

のか、また、どういうことを協議をしておるのか、お教え願いたいというふうに思います。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えをさせていただきます。 

 地域雇用創造推進事業ということで、９月の議会で町長の方から事業採択になったとい

うことで報告はしておりますが、国の制度で、直接、地域雇用促進協議会という協議会を

ことしの１月に立ち上げております。委員さん１１名の中で２つの事業に今回出しており

ますが、森林利活用とグリーンツーリズムということで、５，９００万の２年３カ月の予

算がついております。で、来年の１月から事業に向けて入る予定でございます。 

 もう一点の四万十町産業振興連絡会というのは９月でしたか組織をしました。主に５つ

の部会を設けまして、産業の中で商工があり農業がありいう中で、全体的に四万十町の産

業振興をどう図っていくかということで、そういう中で組織化をしております。 

○議長（味元和義君） ２３番宮地章一君。 

○２３番（宮地章一君） 産業振興連絡会というのは９月にまだ発足したばかりというこ

とで、具体的にどういうことが話し合われておるのかいうことは、まだ出てないですか、

どうですか。例えば次のページにあります、「内発的発展による産業の創出」ということも

うたわれておるわけですが、その具体例としてどういうものがあるか、お教えいただけれ
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ばと思いますが。 

○議長（味元和義君） 渡部農林水産課長。 

○農林水産課長（渡部 睦君） 四万十町産業振興連絡会につきましては、９月に立ち上

げまして、組織としましては各ＪＡ、それから各森林組合、各淡水漁協組合、それから商

工会、それから観光協会、それから建設業協会等、それぞれ団体の代表者の方においでて

いただいて、第１回目の会合を開いたところでございまして、ただ、第１回目については

ですね、それぞれ団体の持っている課題の方を出していただきながら、それぞれ、先ほど

森課長の方からもご答弁申し上げましたように、各部会、農業振興部会、水産業振興部会、

林業振興部会、それから商工観光部会、それから建設業部会の５つの部会を持って、それ

ぞれこの間出されました課題等について拾い上げを行いながらやっていきたいということ

で組織をしております。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） 内発的発展いうことで質問があったかと思います。総合

振興計画の中で「新しいまちづくりの視点」ということで、「内発的発展による産業の創出」

ということで、四万十町にはいろんな観光資源、それと、いろんな地場産品含めてかなり

の資源がございます。そういう中で、産業面でもそういう素材を生かした内発的発展、そ

ういう言葉でとらえております。 

            〔２３番宮地章一君「ありがとうございました」と呼ぶ〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） ちょっとお聞きしたいわけですが、この条例の中で、説明資料

の中にもありますように、非常に現在、窪川、大正、十和地域の小売業の方々は大変厳し

い状況に置かれているということは私も同感ですが、いろいろ支援策を条例の中でうたわ

れているわけですが、現在、大変苦しい状況に置かれている商工業の方々の現在の状況を

どう支援するかという問題ですが、大変苦しい経営なさっている方がおられます。その方々

がこれからというよりも、今の状況をどう打開するかという問題もあるのではないかなと。

例えば運転資金等の貸付け等もこの条例の中にあってしかるべきではないかなというふう

に私自身は思うわけですけれども、規則等の中でどう今後考えているのかわかりませんけ

ども、その点について、現在の商売の方々をどう前に進めていくのかということも一つは

課題ではないかなというふうに思っていますが、その点、運転資金等の、そういう支援策
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というものは考えておられないのかどうなのかという点についてお伺いをしてみたいのと、

この条例の中で、中小企業者の定義がされているわけですが、小売業、サービス業という

中に、農林、いわゆる今は農業者も林業者の中にもやはり小売りを伴うことも、いろいろ

やっている方もおられるわけですね。その定義が、この小売業、サービス業、サービス業

に入るかどうか、小売業の中に入る方々もおると思うわけですけども、その枠ですね、小

売業の枠、今、商工会等に入っておられる方が、いわゆる商工会の方はそうですが、農林

の方で商売はされてる方もおられるわけですよ。だから、その方々も一つこの小売業の中

に入るのかどうなのかいう点です。それは、資料の中で、「販路拡大、技術向上事業」とい

うのが盛り込まれているわけですが、当然、農林の方でも販路拡大また技術向上、木工製

品、農産物の販売等、それなりの収益を上げておる方もおられるわけですよね。そういっ

た意味で、小売業の中に農林の方も定義の中に入るのかどうなのか、ご答弁をお願いした

いと思います。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えをいたします。 

 まず、運転資金の制度を考えていないかということでした。おとといの岩井議員さんの

質問にお答えはしておりますが、平均的に毎年２３件ぐらいの活用がされているというこ

とがございます。今回の条例の中では挙げておりませんが、今後の課題としてですね、で

きればそういう資金の利子補給になるのかわかりませんが、そういうことも検討していき

たいというふうに考えております。 

 ２番目の、農林業で販売する人もおるという中で、今回の条例の中での位置づけはどう

なっちゅうかということですが、今回の条例の中では、小売業者と商工業者と中小企業者

ということで、例えば直販所みたいな店を出すとかいうことになれば、ある面、一つの商

業的なことが生まれてきますので、今から規則で細かくはうとうていきますが、できるだ

けそういう中でも広く活用していただいたらということで考えておりますので、そこら辺

も課題として検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 少しお伺いいたします。 

 現在、空き店舗対策は県の事業として、５５６で行われております。もう一店ありまし

たが、その件につきましてはやめられたというような経緯がありまして、県のその補助を
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受けて事業をやった場合に１０年なかなかもたないというような現状もあります。 

 それで、その家賃の補助期間についてはあるんですが、一方ではその経営指導、これは

当然、商工会の方から経営指導委員がおって、そういった面では応援していくということ

になっておると思います。それで、空き店舗対策を含めて、この商品開発についても、今

回はそういった中で予算を組んでもろうて、それへやると。 

 ところが、今一番いろんな商業者の中で問題になっておるのは、商品開発は当然せんと

いかんということはわかっておるんですが、その方法としてなかなか見つからん。これは

現実にそういった指導する者もおらんし、アドバイザー的な人もおらんというところが現

実問題として突き当たっておるわけです。そういった意味でですね、このこういった振興

条例の中で、現実に物的なものはわかりますが、その支援は全部確認はやっております。 

どういった形で人的に、そういったものに対して協力をしていくかと。今の当然、商工観

光課ですか、の中では人数的にも少ないし、また、そういった専門的な者もおらん。それ

から県の指導を受けておる経営指導員である商工会の方にもですね、今、記帳指導とか経

営指導といわれてもなかなか手が回り切らないと。現実に指導員の中でも、人数を減らさ

れていきゆう現実があります。 

 そういった意味で具体的に人的協力をうたいあげて積極的に進めていく、それで、町と

しても専門的なアドバイザーを入れるとかいうようなお考えがあるかどうか、お聞きした

いと思います。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えさせていただきます。 

 質問にあったように、非常に個人的に考えれば、なかなかどうやって打って出たらえい

かとか、いろんな課題が多くあろうかと思います。 

 今、考えているのは、やはり商工会、そして担当の商工観光課を含めて、その協議、ど

ういう展開にしていくのかいうことは当然今から検討していくわけですが、できれば専門

的な、制度的にも国の商業活性化アドバイザー派遣とかいうこともございますので、商工

会が申請して、ある面、専門的なそういう指導のできる中でのアドバイスをいただくとい

うことも考えておりますので、そこら辺で検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ぜひそういった形で、農業関係であれば普及所なりがあって、新

しい生産物つくっていくということも考えておられます。そういった意味で、商業という



 －10－ 

ものは、その新しい仕事をどうやって始めるやということにはなかなかつながっていかな

いし、また、ある意味では商品開発ということになれば、やはり地場産品も使うて、いろ

んな形でそれを商売につなげていくというようなこともありますので、ぜひその辺を県の

方との連携をきちっとして、商工会等含めて町も一つになって積極的に進めてもらいたい

と。せっかくこういった条例をつくった以上は、これがただ融資するだけのもんではない

というところを、ぜひ見せてもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ９番岩井優之介君。 

○９番（岩井優之介君） 商工振興条例、ひょっと関係ないかもわかりませんけれども、

町のある商業といいますか、製造をやっております方から、そこの道の駅「あぐり」の商

品とバッティングすると。 

 それで、「あぐり」は「あぐり」として、いうたらしっかり自立して雇用を確保していく

かと、そして経営を安定させていくかということで一生懸命努力されているのは本当に大

事なことだと思うんですけれども、全く同じような商品がつくられゆうということで非常

に苦慮しゆうと。それで、一方は町の助成のもとにやりゆうということで非常に難儀なと、

いうそういう苦情があるんですけれども、そういう苦情というか、を処理をしていく位置

づけなんかも、こういう中でぜひやっていただきたいなと思いますけども、いかがでしょ

うか。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 「あぐり窪川」につきましては、施設の整備、立ち上げ時におい

ては、町として最大株主として可能な限りのご支援をしたところでございますが、その後

の運営については独自にいろいろ商品開発もやったりということで、自助努力でやってく

れておるというふうに思います。 

 中には、その既存の商店とのバッティングするような商品もあるかもわかりませんが、

それはそれで、お互い競争の原理を働かして、努力をしていただく必要もあるのではない

かというふうに考えますし、なお、しかし、その問題についてはできるだけ競合も避け、

それぞれが生き残れるというか、収益を確保できるような方向での調整いうことについて

も、直接この振興条例とはかかわりがないかもわかりませんが、町としてもその辺の調整

なりというものは、今後やっていきたいというふうに考えております。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 
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 １７番戸田健彦君。 

○１７番（戸田健彦君） 数点お教えいただきたいと思います。 

 工業誘致に関しては、過去に仁井田地域に、影野地区に工業導入区域というのがありま

して、そのときに、農業振興区域とのかかわりでなかなか工業振興が難しかったいう経験

が仁井田地区でありました。 

 今回、高速道路の残土処理で、私も知っておるところでは、２地区工業導入区域をつく

るであろうというものが示されております。そこのかかわりの中で、窪川町に進出したい

というような向きの会社とか企業とか、それから産業等がありましらお教えをいただきた

いと思います。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えをさせていただきます。 

 進出を予定しゆう企業があるかということですが、私のとこにはそういう情報は入って

おりません。今のところ進出企業の予定は聞いておりません。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第８３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８３号四万十町商工業振興条例についてを採決します。 

 この表決は挙手により行います。 

 議案第８３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８３号は原案のとおり可決さ

れました。 

～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２ 議案第８４号四万十町一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例について、日程第３ 議案第８５号四万十町国民健康保険税条例
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の一部を改正する条例について、日程第４ 議案第８６号四万十町法定外公共物管理条例

の一部を改正する条例について、日程第５ 議案第８７号四万十町公営住宅条例等の一部

を改正する条例について、日程第６ 議案第８８号四万十町教職員住宅条例の一部を改正

する条例について、以上、議案第８４号から議案第８８号までの５議案を一括議題としま

す。 

 この５議案につきましては、いずれも既に提案理由の説明が終わっておりますので、こ

れより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 議案第８５号について質問いたします。 

 今回、国民健康保険税条例の一部を改正する条例ということで出されておりますが、こ

の条例は、今回、後期高齢者医療制度ができまして、別の医療制度ができ、年金からその

保険料を天引きするということになりまして、その便乗として、今回この制度改悪がされ

るんではないかなと解釈しているわけですが、結局６５歳から７５歳の年金の世帯、高齢

者から、これも年金から国保料を天引きするという多分この制度であろうと思いますが、

それと、例えば６５歳から７５歳までは従来どおりの国保でありますが、こういう場合ど

うなるのか。妻が６７歳、夫が７５歳以上７６歳になった場合は、これは自然と、夫は７

５歳以上ですので後期高齢者医療制度になるのか、それを差別、別に分けるのかどうなの

か、その制度の中身もわかりませんので、そのことを教えていただきたい。 

 それと、結局これは今、国保が８期ですかね、で、分かれて納入しているわけですが、

徴収しているわけですが、高齢者にとりましては、昨日の質疑の中でも、一般質問の中に

も平均の年金が月５万ということでありましたが、たった５万で皆さん生活しているわけ

で、その８期の例えば１期目にどうしても支払いをできなかったと、次に回して２期目に

まとめて払う、そのやりくりをきっとしているんだろうと思うわけです。 

 今度これが成立いたしますと年金から天引きですので、そのままかっちかち引かれてい

くと、そういう状況になるわけですね。それのことを考えるたび、高齢者にとっては大変

になるんじゃないかなという思いがするわけですが、その点についてはいかかでしょうか。 

○議長（味元和義君） 山本税務課長。 

○税務課長（山本 靖君） 初めに、この特別徴収制度が便乗というふうにおっしゃられ

ましたが、それは、いろいろこの制度について調べてみましたけれども、なかなか、この
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制度が今回打ち出されたという詳しい経過については、自分の方でも納得する答えが出て

おりません。一つは年金受給者それから自治体側、双方のコストの低減を図ると、節約を

するというようなことが目的であろうかと思います。また、後期高齢者医療制度がスター

トするに当たりまして、前期の高齢者といいますか、あわせて特別徴収をすると、年金か

ら天引きをするということになったというふうに考えております。必ずしも改悪というこ

とにはならないのではないかというふうに考えております。お互いにメリットがある部分

もあると思っておりますので、必ずしも改悪ではないというふうに考えております。 

 それから、夫婦の場合の、夫の方が後期高齢者に該当して、妻が該当しないというケー

スのことですかね。その場合は、今回の条例改正の特別徴収制度は、あくまでも特別徴収

だけが新たに改正になったわけですので、国保制度、６５歳から７４歳までの国保の医療

制度そのものは変更のないわけですので、ただ、その部分に特別徴収が加わってきたとい

う制度改正ですので、夫が後期高齢者に該当した場合には単独で、ご主人が恐らく世帯主

である場合には、ご主人は後期高齢者の方に移行しまして、奥さんは国保の制度で残ると

いうことになろうかと思います。 

 それと、年金受給者が大変難儀をするというような趣旨のご質問やったかと思いますけ

れども、これも一定の条件のもとに天引きされるようになっておりまして、例えば年金の

受給総額が年間１８万円以下の人は対象にしないということに原則なっておりますし、そ

ういうとこにも一定の配慮はなされているのではないかと思います。また、その支払期日

で均等に分割する仕組みになっておりますので、極端な特別徴収の仕方ということにはな

っておりませんので、そこら辺も議員がご心配なさっておられるようなことはないのでは

ないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 国民健康保険税の特別徴収につきましては、口座振替で納付を

されている方以外の普通徴収の方については、納期ごとに会計管理室、あるいは農協とか、

そういった金融機関の方に出てきていただいて払い込みをしていただく必要があったわけ

ですが、旧十和村、大正町につきましては今まで納税組合がありまして、そこで徴収とい

いますか集めていただいて、まとめて役場の方に振り込みをしていただいておりました。

それが合併に伴って納税組合の制度もなくなりまして、高齢者の方にとりましては、納期

ごとに出てこなければいけないというような不便な面もあったのではないかというふうに
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思います。それが年金からの特別徴収によりまして、そういった点が軽減されるというメ

リットがあるのではないかなというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 私は決してそれは行政側の言うメリッとであって、これは国の

言うメリットなんですよね。国が確実に取れると、そういうやり方ながですよ。そういう

とこにはね、心をはせないかん。たった月５万の生活しているわけですので、それ、やり

くりを大変だと思いますよ。１期に払えなかったら２期目にまとめて払うとかね、そうい

うことができない状況になっていると、そういう制度であります。決して私は、これは国

も行政側の、国民の皆さんのメリットを考えての法改正ではないと。確実に年金から天引

きすると、それも少ない年金から天引きするという、そういう弱い者いじめのこれは改正

だと私は解釈しております。 

 それから、先ほど２人世帯、夫と妻があります、夫が後期高齢者の医療に移ります。そ

したら妻の国保の計算方式はどういう形でなされるのか。 

○議長（味元和義君） 山本税務課長。 

○税務課長（山本 靖君） 妻は後期高齢者ではないということでありますので、従来ど

おりの計算の方法でございます。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 例えば今のように所得割、均等割ということで計算されるわけ

ですね。 

○議長（味元和義君） 山本税務課長。 

○税務課長（山本 靖君） そのとおりでございます。 

 一定の所得がある場合には所得割の応能割がかかります。それから応益割として一人当

たりの均等割はかかります。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） ８５号については、国保運協の委員ですので質問ができません

ので、省いて。 

 議案８６号、８７号、８８号についてお聞きをしたいと思いますが、まず、８６号の中

で、前にも聞いた記憶があるがですが、その法定外というのが、条例をと思うて３冊の本
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を、このこれを調べよったがですけど、どこにあるのかちょっとわかりませんが、まず、

法定外とは何ぞやと、公共物はいうことをまずお聞きしたいということです。 

 それから、また質問しますが、その公営住宅、８７号ですが、暴力団の排除ということ

は当然やるべきだと思うわけですけども、ただ、その暴力団員というのは、その「員」と

いうのは、消防団員という員というのはわかるわけですが、だれがその暴力団員なのかの

見きわめは、届け出があるんでしょうかね、そこら辺の見きわめ。ただ、「あの人は、らし

い」とか、そういう判断じゃいかんと思うわけですね、法じゃったら、じゃ、しっかりと

したその団員としての見きわめはどうすらあやと、「あの人はそうかもしれん」というよう

なことで、「あの人はやめろうぜ」というようなことであってはならんので、平等、団員と

はどういう提議なのか。ちょっと見た目だけでは判断できんと思うがですね、そういう意

味で。 

 それと、８８号ですが、８８号については、大奈路中学校の教員住宅の一般財産にとい

う条例改正ですが、教育長ご承知のように、町長もですが、大変この建物は昭和３６年に

建築されて、今にも下手すれば倒れそうな状況にある教員住宅です。これをまた普通財産

に置こうとするのかどうなのか。もうこの際に、私はあの中学校の教員住宅は、今たしか

借りてた人がおるわけですけど常駐してませんわね。今、多分入ってないと思うがですが、

入ってないですね、これも一般財産じゃなくても、この際、取り壊して、非常に小学校が

畑がないことで困っちゅうわけですよ。それで、最近ほかの畑を借りてまで耕作しようと

しているわけですよ。せっかく町の財産、土地がありますので、壊してあそこを畑にする

とかいうお考えのもとでこういう条例改正なのかどうなのかを、お聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 佐竹管財契約課長。 

○管財契約課長（佐竹節文君） お答えさせていただきたいと思います。 

 法定外とは何ぞやというご質問でございますが、法定外公共物というのは、認定外道路

と河川法に対応しない水路というとらえ方をしております。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 第８７号についてお答えいたします。 

 確かに議員さんおっしゃるように、暴力団は暴力団員であるという名簿はありません。

そのかわりに、今回この条例が可決されますと、四万十町と警察署において覚え書きの締

結を行います。それで、入居者の募集時の申込時に申込者の同意を得まして、１８歳以上

の方全員の情報提供の照会を警察署にさせていてだきます。２、３日で回答が来るという
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ことでございまして、それ以上のものは町としては把握はできません。そういう方法で情

報を提供していただきます。申込時にその照会の同意が得られない場合には、申し込みの

受け付けはできないということでございます。 

 警察署の暴力団総合対策要綱において、暴力団・暴力団員の認定は、「その活動拠点を管

轄する都道府県、県警において行うこと」とされております。暴力団員による不当な行為

の防止等に関する法律ということで、そういうことを助長する、集団的に、また、常習的

に暴力不法行為等を行うという、また、それを助長する恐れのある団体であり、また、そ

れの団員はその構成員ということとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 議案第８８号の大奈路地区教員住宅でございますが、議員さん

おっしゃられるように、確かに建物も古くなっておりまして、今のところだれも入ってお

りません。これからも活用されることはないというふうには思っておりますが、その建物

の取り壊しについては今のところ予定をしておりません。その土地については、近隣の方

で、町が思っております条件と合致をすれば、払い下げを行っていきたいという方向で考

えております。ただ、今のところ、そういう条件に合致をして払い下げの要望を持ってお

られる方もおいでませんので、当分の間、現在その土地の半分が小学校の畑として活用さ

れておりますが、そういった感じで使っていただいて、そういった地元の要望があるかど

うか、そこらあたりも見きわめていきたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 法定外についてはわかりました。 

 暴力団の関係ですが、ただ今、担当課長から答弁いただいた中でちょっと疑問に思った

のは、いわゆる私が町営住宅に入りたい申込書出したと、「すまんが警察の方へ、あんたの

前歴等含めて、暴力団じゃないかどうか確認させてもらいたいぜよ」と「いや、そりゃ困

る」言うた場合にもう受け付けせんという今、答弁でしたけれども、それが本当にいいの

かどうなのかです。当然、プライバシーの問題もあって、例えば私自身が前歴があって、

そんなもんを照合されてやった場合に、困る方も、ひょっとしたら暴力団じゃない方でも

おるんではないかなということがあり得るでしょ。それを一概に、あんた承諾せらったか

ら照合、警察との問い合わせを許さらったから、あんたは住宅申込書を許可しませんとい

うのであれば、また余りにも希望者の希望幅を狭めるということにもなりかねんことにな
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るんではないかと思うわけですけども。それは余りにも、特に個人情報の保護条例までつ

くっている四万十町の中で、そのことだけで却下するというのは私はおかしいと思うわけ

ですが、その点について再度答弁をお願いしたいと思います。 

 それと、その小学校のことですが、今、高瀬副町長はそういう答弁をされたわけですが、

たしか近くの方で買いたいという方が何かおるというような話は聞いたこともあるわけで

すよ。しかし、分筆等にお金がかかるということでやめたという話も聞いています。その

辺が答弁とはちょっと食い違うわけですが。 

 私が言いたいのは、あの建物はもう古い、危険ですよ、はっきり言うたら。もう５０年

にはならんですが、住まんですよ、ほとんど住める状況じゃないです。だから取り壊すべ

きではないかなということを私は聞いているわけで、条例と直接関係ありませんけども、

普通財産にするよりも、この際、廃止をして取り壊すことの方が地域住民にとっても、学

校の生徒のためにも、隣の隣地は畑で使っていますよ、学校が、だから、もういっそのこ

と、あそこを畑にしたらどうですかと。ましてや高瀬副町長は近くの方も買い手がないと

いう答弁でした。それならば、あのまま放置しておくのかというのを私は疑問に思うとい

うことです。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○高瀬副町長（高瀬満伸君） 確かに、当初あの土地を払い下げを受けたいという方がお

いでましたが、町が提示をした金額と、向こうの方が思っておられる金額に相当な開きが

ございまして、結論的に言いますともうよう買わないということで、その話が立ち消えに

なったわけでございます。 

 町としては、今後、競売等の方法も考えまして、そういったもので処分ができればそれ

が一番いいというふうには思っておりますけれども、そういう方がおいでんということに

なりますれば、議員さんご提案があったように、あの建物の取り壊し等も考えていきたい

と思います。これから後、活用について検討させていただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 申込時の同意をしなかった場合ということでございますが、

これは暴力団員のみの情報でございまして、幸いにもまだ本町においてはそのような事態

は起きておりませんけれども、そのようなことを踏まえた場合に条例を整備しようとする

ものでございます。目的以外の当然使用はしないわけでございまして、過去はどうである

とかいう情報は、一切町には入ってこんということでございます。外見で判断できればま
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たよろしいんですが、それも難しいということで、どうしてもそのことは必要でないかと

思われます。よろしくお願いします。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） いや、課長、私が言いたいのは、当然そのことは、必要性は僕

は認めるわけですよ。 

 しかし、ただ人によっては個人情報保護、どうしたち問い合わせをしとうない、自分が

前歴あるなしにかかわらず、そんなことせんでもええじゃないかという人もおられると思

うわけですね。警察で問い合わせということになれば抵抗を感じられる方もおられると思

うわけですよ。だから、そこでただ同意せんけん却下いう、そんなことだけでいいのかど

うなのか。本当に困っている方で、それはないかもしれませんが、そういうことも想定さ

れると思うわけですよ。問い合わせまでなぜせないかんやという疑問も持たれる方、当然

おられると思います、はっきり言うて。だからそこまでせんでもいいんではないかと、し

ゃくし定規に。臨機応変に対応すべきじゃないかという点だけ再度お答えいただいて終わ

ります。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 中にはそういう、そこまでしなくてもええんじゃないかとい

う方もおろうかと思いますけれども、今、条例を制定されておるところなんかでも、かな

りそういう問題が発生しておるということがございまして、その件に関しましては、申込

時に十分説明をして理解を得ていきたいと考えております。 

○議長（味元和義君） １７番戸田健彦君。 

○１７番（戸田健彦君） ちょっとここで確認をしておきたいと思いますが。 

 旧窪川町のときにですね、金上野住宅で相当占拠して長い間おられた方がおられると、

これ、窪川町の議員はよくご存じやと思います。 

 そのときも、本当はそういう条例にはちゃんと書いておる、撤去条件の中に、退居要件

の中に当てはまっておるということも、なかなか町は毅然とした態度をとらんと。周辺の

人が不安になって、なかなか文句があるいうことで、私もたびたび、「おまん、出ないかん

でよ」いうて言うたことでしたが。それをいうことで、ああいうときよく私行くんですが、

最終的にはこの間、亡くなって出たんじゃないかと思いますが。今、そういうふうにして、

この条例に書かれちゅうにかかわらず、亡くなった後、親戚の方が入って、その人がずっ

ともう入っているとか、結構昔あったように思いますが、そういうふうにきちっとした対
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応をするということが必要であろうと思います。 

 そこで、今、入居条件に合致した形で入っておる人ばかりですか、そうですか。ひとつ、

お答えいただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 現在入っておるのは、継承の届けをされて入っておる方のみ

でございます。亡くなった方について後に入っておる方、同居１年以上ということで継承

されて入っております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第８４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８４号四万十町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

についてを採決します。 

 議案第８４号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８４号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第８５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８５号四万十町国民健康保健税条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 

 議案第８５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
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            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８５号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第８６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８６号四万十町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例についてを

採決します。 

 議案第８６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第８７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８７号四万十町公営住宅条例等の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

 議案第８７号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８７号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第８８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 
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 これより議案第８８号四万十町教職員住宅条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

 議案第８８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 会議の途中ですが、ただいまより１０時４５分まで休憩といたします。 

午前１０時２８分 休憩 

午前１０時４４分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第７ 議案第８９号平成１９年度四万十町一般会計補正予算

（第３号）を議題とします。 

 この議案につきましては、既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） 一般会計予算のページが１６ページ、総務費の委託料、節の１３

の委託料で、ケーブルテレビの基本設計料、これに関連いたしまして質問をしたいと思い

ます。 

 これにつきましては今回はわずかな金額でございますけれども、これがだんだんと大き

な事業に進んでまいりますし、場合によっては物すごい早い短期間で大きな事業になって

いくというような可能性もあろうと思いますので、これにつきまして３点ほど質問します

けれども、町長にひとつご答弁をお願いいたします。 

 町長の所信表明の時点でのケーブルテレビの説明会の参加人数やら、またアンケート調

査の回収率、特に人口の多い旧窪川町の状況なんかを見て、あの程度と言われんけれども、

数少ない情報の中で、使用契約者といいますか、使用料の支払いをするという方が７０％

見込めるということで所信表明が、内容だったと思います。このアンケートと住民説明会

の内容で、本当に７０％程度見込めるというその判断した理由と、その判断に対して町長

は自信があると言い切れるのかどうか、それをまずお聞きをいたします。 
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○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 町長の答弁の前に、アンケートの結果について修正といいま

すか、その報告をさせていただきたいというふうに思います。 

 先ほどといいますか、１２月５日の行政報告では、アンケートの回収率が３２．７％と

いうふうに述べたわけなのですけど、その前段、総務常任委員会でも報告したときに、非

常に回収率が悪いのではないかということでの指摘を受けました。それ以降、全員に対し

ての電話での照会なりとか、はがきでの督促などいたしました。その結果、本日といいま

すか、昨日現在で回収率も高まりましたので、その報告をさせていただきたいというふう

に思います。 

 再集計しました結果では、アンケートの回答者総数が１，００８人ということで、前回

６５４人だったわけなのですが、それで回収率を見ますと、あて先不明ということで返還

あった人が３８名おります。サンプル数が２，０００名ですので、それを控除して回収率

を見ますと５１．４％ということになりました。そういったことで、総務常任委員会のと

きにも「５０％を目指して頑張りますと」言いましたが、一定の回収率には達したと思い

ます。現在も、今日時点でもまだアンケートが返っているとこもありますので、それより

高まるとは思っております。 

 それで内容ですけど、「加入する」と回答した方は５９．２％、それから「加入しない」

と回答した方は１３．７％、これは基本料のケーブルテレビにということですけど、それ

から、「わからない」と回答した方は２０．８％ということで、前回の集計から比較します

と、「加入する」と回答した割合が３．１％を下がりました。それから、「わからない」と

回答した割合が２．３％上がったということになっております。アンケートの督促行為を

行ったということで、ケーブルに対する理解が十分ではなく、ケーブルテレビの判断を決

めかねて留保していた方、そういった方の掘り起こし、その層の掘り起こしができて、そ

ういったような結果になったのではないかというふうに分析をしております。この集計含

めての詳細な結果については、後日また改めて報告したいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 問者のご指摘の点は、ケーブル使用料の支払い可能な方を７０％

確保することが可能と判断をした理由ということでございますが、行政報告でもご説明を

申し上げましたとおり、住民意向調査による加入希望割合を、おおむね５０％から７０％

を事業導入の判断材料とする旨、申し上げてきたところでございます。実際の加入者を５
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０％なり７０％と想定をしたわけではございません。事業の到達点としては、町内全世帯

の加入を目標にしておるところでございますが、１００％加入により災害情報、地域情報

の提供や、ＩＰ電話による受益などの通信基盤を使った、多用で公平なサービスを提供す

ることが可能となると思っております。それぞれに、月額１，０００円という低額な使用

料金の設定や減免制度の創設によりまして、経済的にも過重とならないような制度設計を

骨格としておるところでございます。 

 このことから７０％の課金率、つまり使用料をいただく世帯割合を想定をいたしまして、

町内全域化が完了し、新たなケーブルシステム運営をする年度の財政シミュレーションを、

試算をする中で使った数値でありまして、その根拠としては、使用料の減免世帯を１５％、

加入することをためらっている世帯を１５％と想定し、それを除いた数値として７０％を

設定をしたところでございます。 

 町長の自信あるやなしやというご質問でございますが、事業化の自信というより、この

問題は行政の責任、町長としての姿勢の問題であるというふうに考えております。地デジ

の受信を、視聴者ができるだけ少ない負担でカバーするということはもちろんでございま

すが、災害情報や地域情報の伝達手段を早い段階で構築をする必要があること、インター

ネットや携帯電話、不感地域の解消など、事業者が不採算地域であるがゆえに事業化しな

い地域について、公平の原則を確保するために整備をする必要があること、ケーブルテレ

ビを行っている十和地域との町内格差を是正する必要があることなど、これらの課題につ

いての行政の責任として、何らかの手法でもって対応しなければならないということは、

町民を初め、議会の皆様方にもご理解していただけるものと思っております。 

 その解決手法として、ケーブルテレビの全町域化について方向性を示し、共聴施設組合、

あるいは住民説明会を開催してさまざまな意見をいただき、それを踏まえて基本的な設計

を組むための予算をこの機会に提案をしておるとこでございます。 

 住民説明会において整備スケジュールの説明として、２０年度を実施計画、つまり２６

０の町内全区域で、利用料金初めとした制度の内容、具体的な事業内容について説明会を

開催し、その理解の中で仮加入申し込みをいただく作業を行って、事業全体の実施計画を

立て、２１年度と２２年度に施設整備を行い、遅くとも２３年４月から有線放送事業者と

して、「新四万十ケーブルテレビ局」を開局をするというふうに申し上げてきたところでご

ざいます。 

 議会のご心配をされる、事業化が性急ではないかということでございますが、１１月に



 －24－ 

総務省四国総合通信局と協議した経過といたしまして、２１年度からの多くの市町村が地

上デジタル対応を含め、事業化が進められるために、２０年度に事業化を早めたらどうか

と。四国管内では四万十町は地域情報化の熟度も高く、この事業料の端境期で交付金事業

等の申請をすれば、採択の優先順位、事業枠とも高くなるということが予想される、そう

いったご指導を受けまして、それを受け事業化の速度を速めるべく、今補正予算に基本設

計の委託料を計上をしたところでございます。 

 この補正予算である基本設計につきましては、総務省の交付金を申請する段階で添付す

べき必要な書類でございます。当然のことながら交付金事業でございますので、四万十町

が実施しようとする運営主体、運営内容の概要となるものでございまして、つまり、放送

サービスや通信サービス、公共サービスなどをどれくらいの事業費で、どの水準で、どの

水準のサービスを提供するかといった段階の計画書となります。 

 また、安定したケーブル事業が運営できるよう加入者の確保ができるのか、その自信が

あるのかということでございますが、全国でケーブルテレビの運営主体が市町村である数

は１４４現在ございます。全団体の調査はできておりませんが、四万十町のような農村型

の直営ケーブルテレビ局では、９０％前後の加入率であるという実績からいたしまして、

当初は６０％前後の加入であっても、将来的には高い加入率を確保できる、そういうこと

で自信は持っております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） 丁寧な答弁で、本当にありがとうございました。 

 もう一点目は、せんだっての一般質問で宮崎議員さんも触れましたが、今回のケーブル

テレビ設置事業は、テレビ受信というのがメインではなく、私は基本は防災システムの確

立ではないかと、このように考えるものでございます。そういたしますと、そのためには

１００％の家庭への設置が不可欠と思いますけれども、使用料徴収可能な契約家庭以外へ

の設置計画の内容と、それから、それを設置することにより、使用とか使用料減免家庭に

伴う運営費の不足が生じたとき、この運営費の不足が生じたときの財源対策についてはど

のように町長、お考えなっているのか、お聞きをいたします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 防災システムの構築がメインではないかというご質問でございま

すが、防災情報の伝達手段の整備というのは、これは喫緊の課題でございまして、当然整
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備をする必要がございますが、その伝達の手段として、現在多くの市町村でとられており

ます手法は防災行政無線でございます。無線でありますために、災害時等への強みという

ものはあるわけですが、多大な費用がかかる反面で、それ以外の利活用ができないと、そ

ういった弱みもございます。ちなみに、防災行政無線を独立して整備をするとなりますと、

これは概算中の概算でございますが、約１４億円を要するところでございまして、国の補

助等の動向も不透明でございますし、ケーブルも使った場合よりも、むしろ巨額の実質的

な負担を要することになりますし、相当のランニングコストも想定をされます。 

 ケーブルテレビシステムの防災情報の伝達手法は、全町に張りめぐらすケーブル網の伝

送路を使いまして、集落ごとに屋外告知放送設備をおおむね２００基設置をし、緊急事の

吹鳴と放送を行う構想でございます。整備費用につきましては、独立して整備する場合の

おおむね１０分の１、１億４，０００万を予定し、このケーブルシステムの中に組み込ん

でおるところでございます。したがいまして、ケーブルテレビに加入するしないにかかわ

らず、災害時の最低限の情報については、この屋外告知放送設備で得られるということに

なろうかと思います。 

 また、一般財源の充当についてのご質問がございましたが、これまでの住民説明会にお

きましては、このケーブルテレビシステム事業は、いわば水道事業のように、加入者の負

担で年間の運営を賄うことを原則として、所要の利用料金として１，０００円を設定をし

ておるということをご説明してきたところでございます。住民説明会におきましては、加

入者が少ないから運営費用を十分確保できないからといって、利用料を引き上げるような

ことはしないでほしいと、そういった意見もいただいておるところでございますが、事業

の運営については３つの要件・要素があろうかと思います。１つは費用を抑える、２つは

利用料金を確保する、３つは累積赤字にしていくのか、一般財源から繰り入れていくのか

の要は３点だというふうに思います。 

 このケーブルシステムについては、防災情報や行政情報を提供する町の役割としての費

用が含まれておりますので、この受益者負担である利用者に転嫁できない部分は、当然、

町が負担をしなければならないというふうに思っております。また、利用料の減免をする

部分についても、これは町が肩がわりせざるを得ないというふうに思います。したがいま

して、この町の負担部分については一般財源から繰入充当する必要性というか、義務が出

てくるものと考えておるとこでございまして、ちなみに運営費のシミュレーションにおき

ましては、この一般財源繰入額として約年間４，０００万円を想定をしておるところでご
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ざいますが、これについては、例えば特別交付税等による一定の措置というものが可能で

はないかというふうに考えております。 

○議長（味元和義君） ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） 最後に、その運営費の不足といいますか、当然行政として負担を

しなくてはならない部分というのも十分理解はできますが、それが一般財源ということで

ありますと、私は非常に認めることがなかなかできません。なぜなら、現時点でも日常生

活に不可欠な町道等の維持修繕の必要箇所が、予算がないということで残り残り、山積を

していることは町長もご承知のことだと思います。現在でも不足の一般財源が、これ以上

充当する箇所が増えてくるということは、今の町道整備じゃないですけれども、日常生活

にも影響が出てくるんではないかと。そういう運営費の不足に対しての一般財源以外での、

そういう補充対策が何かないのか、最後に町長のお考えをお聞きいたします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 例えば町道の維持修繕等の経費とこの問題とは、私は基本的に異

なるというふうに考えております。開局後、つぎ足し、繰り出し、繰り入れが要るとして

も、それは他の事業には影響を及ぼさないような財源手だてというのはやっていくつもり

でございますし、先ほども申し上げましたけれども、特別交付税等でこの分については一

定措置が可能でもございますし、他の一般事業に影響を及ぼすことのないように、そこは

十分対応していかなければならないというふうに思っております。 

            〔８番山上利嗣君「はい、どうも」と呼ぶ〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） ３１ページ、この予算資料のこれは４ページと５ページでちょ

っとお伺いをします。 

 この資料の方がわかりやすいと思いますので、まず、３点ほどですけども、４ページ、

江師地区の野菜出荷施設等の整備補助事業でございますけれども、この事業概要の中で、

農業生産組合、まず、わからない点からお伺いしますけれども、「四万十Ｐｏｔ」という農

業生産組合が事業主体になっておりますけれども、この農業生産組合の実態といいますか、

どの地区の方々で、何戸が加入をしている生産組合なのか、お伺いをします。 

 それと、この整備目的に、「江師地区において、こういった野菜を、施設を整備して、安

定した生産量と有機栽培による有利販売で農家の所得向上を図る」とあります。この補助
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要請があったときに担当課としてですね、この四万十Ｐｏｔ、いわゆる農業生産組合の方々

から、この補助金をいただいて施設を整備すればどういったふうに具体的に所得の向上が

図れるのか、いわゆる現金収入にどういった方法で結びつけるという、具体的な施策が行

政に対して説明があったのか、この点をお伺いをします。 

 それから、次に同じく５ページですけれども、中山間農業活性化の機械施設レンタル事

業です。ここで大正のいわゆるスプレー菊施設を対象に、遮光とか被覆設備を行うことに

よって、現在問題となっておりますいわゆる原油価格等に高騰に対応するということです

けれども、ちょっと農業のハウスのことで、どういったふうに、遮光とありますからいろ

いろやると思いますけども、どういったぐあいにこのハウスを遮光とかやるのかわかりま

せんのでお伺いをします。 

 それと、既にこのいわゆるこういったハウスに対応して、こういったいわゆる遮光とか

被覆をすることによって、他の市町村で例えば重油等がどのぐらい軽減されたか、そうい

ったデータがもしあればお示し願いたいと思います。 

 それともう一点、その下の、道の駅の道路標識の整備事業ですけれども、これについて

お伺いをします。これは本年度、１，０００万の単年度事業なんですけれども、先ほど山

上議員も大変心配しておりましたいわゆる一般財源からの持ち出しが５００万ほどありま

すので、この効果についてお伺いをいたしたいと思います。 

 まず、この事業概要の説明の中で、半家バイパス、トンネルが開通したことによって国

道３８１号線の交通量が大幅に増加し、県外からの交通量が多くなったと。このため、３

つの国道の分岐点に、３カ所ある窪川、大正、十和、それぞれの道の駅に道路標識を設置

しようということで、入りこみ客の誘導を図りたいというふうに説明ありますけれども、

私も特に、もう既に窪川と大正は随分前にできておりますので事情はよく知っております。

ただ、本年度７月にオープンしました十和の道の駅の、いわゆる国道３８１号線のあたり

の交通量ですけれども、皆様方もたくさんの方が行って、とにかくオープン当初からしば

らくは、特に夏場の時期、もう車を止める駐車場がなくて往生したことを私も経験してあ

りますけれども、これはオープン当初、それから、あそこの道の駅を利用する夏場がいわ

ゆるピーク時ということもあって、交通量が非常に増えたことは私も実感はいたしており

ますけれども、その後、夏が終わっていわゆる１０月、１１月、１２月、このあたりの交

通量が現在どうなっておるのか、恐らく「交通量が多くなった」というて書いております

ので、何らかのデータはとっておると思いますので、まず、そこらあたりの詳しいですね、
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夏場以降の交通量のデータに基づいてこういう事業概要の説明をしたのか、一過性ではな

いかなという危惧をしておりますので、そこらあたりのご説明をお願いをいたしたいと思

いますし、それと関連いたしまして、四万十町議会にありまして、多くの議員の方から十

和の道の駅の施設に対する、いわゆる旧十和村時代からの土地の買収とか、多額のとにか

く投資しておりますので、本当にあれだけの施設をつくってやっていけるかという声がこ

の議会のみならず、町民の多くの間でもそういった声をみんな聞いておると思いますけれ

ども、夏場は先ほど言ったように、経営内容はまず黒字でいっていると私も感じてはおり

ますけれども、議会あるいは町民にこの道の駅の経営内容、これをいつごろどういった方

法で知らしめすのか、それとまた現在の、これまでの、７月から１１月ごろぐらいまでの、

まだ半年たっておりませんけれども、そこあたりの経営内容はどうなっているのかわかれ

ばお示し願いたいと思います。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正産業建設課長（下藤広美君） 議員のご質問に対してお答えをしたいと思います。 

 四万十町の予算資料という中で、資料の４ページの上段の方にあります、江師地区野菜

出荷施設等整備事業の四万十Ｐｏｔの組織の陣容についてのご質問ですが、四万十Ｐｏｔ

は現在１３名で組織をされておりまして、江師地区、ウェル花夢があるところなんですが、

そこの婦人の方とか、また、今回、農業専門でやっていこうという青年いいますか、私と

同年代くらいの方がおりまして、その方をメインとしまして組織をされております。 

 その組織の中で、今回、今の、これまで町が持っておりました花卉試験場がございます。

そこを活用しております農林業事業団に今貸しておりまして、そこでアスパラガス等を中

心とした生産販売、研究とか生産、または販売等の研究を行っておりまして、そこで今回、

無手無冠さんの栗焼酎の殻ですね、栗殻が廃棄されておりますので、それも有効利用した

堆肥づくりを今進めております。 

 そういうことがございまして、そういうその殻を有効に利用した堆肥をつくる施設とか、

また、これまで農林事業団を中心としたポットとか、カボチャの苗とかいろいろあります

が、そこ地元の農家の方々に配付しまして生産をしてもらっております。そういう部分に

つきまして、今後、販売ルートやいろんな有効品目等の研究等を行いまして、今後の農業

の振興に努めたいということから、そういった保管施設や低温野菜等の保管の保管庫の整

備、また、野菜の選果場とかいうものを設置したいということで、この元気のでる市町村

総合補助金事業によって行いたいということでございます。 
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 以上です。 

○議長（味元和義君） 渡部農林水産課長。 

○農林水産課長（渡部 睦君） 私の方から、資料の５ページの、中山間農業活性化事業

の機械施設レンタル事業についてご答弁させていただきたいと思います。 

 この資料の中で、事業概要のところで、ハウス遮光設備（シェード）整備７戸となって

おりますが、部会員が７戸でございまして、現場で農家の方と話す中で、そのハウスの構

造上、どうしても遮光のシェードが設置できないという方、それから既に設置している方

もございまして、実際に、話をする中で、最終的には４戸ということになっておりますの

で訂正をお願いしたいと思います。 

 基本的には重油の高騰によります対策の一部でございますが、実はお話をお伺いします

と、６０万の収益を上げるのに８０万の重油代がかかると言われておりまして、そんなら

つくらん方がえいじゃないかというお話ですが、大正のスプレー菊につきましては１０年

ぐらい前から大正町挙げて取り組んでおりまして、周年出荷の産地ということで、年に３．

１から３．４作ぐらいつくられておるようでございます。年間を通じて出荷をするという

ことで、産地としての信頼が厚いということも聞いておりまして、何とかこれをせないか

んという思いがございまして、それで結局重油が余計要るということは、温める面積を狭

くする、ハウスが全体ございますので、温める面積を狭くすることによって重油の削減を

目指すということで、自動で遮へいのシェードを時間であけたり閉めたりしながら、重油

の燃料の削減を図っていこうと。 

 それと花卉、花はですね、基本的にほかの農産物よりか３度から５度設定温度が高うご

ざいます。キュウリやったら１２度ぐらいが冬場の温度ながですが、スプレー菊は最低で

も１６度は要るということで、大変重油をよけ使う作物でございます。それと１６度の設

定をですね、燃料が高いき下げてしまいますと花の秀品率が落ちる、白い花が真っ白くな

いような状態もございます。それと、この自動シェードをつけることによって、冬場の秀

品率のアップもありますし、原油使用料を減らすこともございますし、それから夏場の今

度、高温に対して日よけをすることによりまして対策ができるということでございます。

他の市町村でどうかということもありますが、他の市町村でスプレー菊やっているところ

も多分ほとんどないと思うがですが、普及センターの方で試算していただいたら、３０％

重油の消費量を削減できると。農家の負担金にとりましても、１．２年ぐらいで負担金の

方は、自己負担の部分については返していけるというようなことで、ぜひお願いをしたい
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というふうに考えております。 

 なお、スプレー菊のみならず、ほかの作物も、燃料をたく農作物たくさんございます。

ただ、国の方でも原油高騰対策でいろんな事業を組み立てております。スプレー菊の場合

には７戸で４戸しかできないと、国の事業の場合には５戸以上というような制限もありま

して、国の事業については対応できんということで、県単事業の方でお願いをしておると

ころでございます。また、なお、ＪＡ四万十につきましては部会員数も多いということで、

ＪＡ四万十の方にも、「国の事業に乗ってやりませんか」というお話は申し上げております

が、今、現在のところやりたいその作物、部会等が今のところないというような状況でご

ざいます。 

 それはどういう形か言いましたら、軸がありまして、そこにシェードを巻き上げる、モ

ーターで巻き上げて、時間設定して、その時間になればモーターでふさいだり開けたりす

るような施設で、ぬくめる面積を狭めようとするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和産業建設課長（岡本順一君） 道の駅道路標識整備事業についてご説明を申し上げ

たいと思います。 

 これの中でご質問ありました、通行量の増加についてでございますが、この施設を計画

をいたしましたときに、平成１１年度の交通センサスをもとにしまして計算をしておるが

ですけれども、この段階での見込みが年間１１万４，０００台というふうに見込んでおり

ました。これまでの道の駅の売り上げ実績の客数をもとにしまして、立ち寄り率から逆算

をしまして通過台数をはじき出したがですけども、これによりますと約３倍の数字が出て

きております。けれども１年間ということで、これから１２月から３月までは夏場の４分

の１ぐらいというふうに見込んではおるがですけども、そういう見込みの数値があります

ので、確実な数値ではないかとも思います。それと地域の方々からの聞き取り調査の中で

も、増加したというような感触を受けておるところです。 

 それと、これから先ですけれども、今、道の駅には半家バイパス効果もあると思うがで

すけれども、大型バスが入ってくるようになりました。この入ってきていただいておりま

す関係者の方の中から話を聞きますと、これからの観光スポットといいますか、そういう

がにつきましては「秘境めぐりの旅」、こういうふうな感じの観光企画がこれからどんどん

増加するというお話もお伺いをしておりますし、現実に大正の一の又温泉と黒尊渓谷です
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かね、これをセットにしたようなツアーも計画をされたところです。 

 それと道の駅の経営状態についてですけれども、当初の計画の段階では、１年間の売り

上げ予定が一応６，５００万ぐらいを見込んでおりました。現在、１０月を回ったところ

で一応６，９００万という数字が出てはおりますが、まだ、これから１１月から３月まで

は維持費としては当然要りますけれども、収入は余り見込めないということもありまして、

当初の計画は上回ってはおりますが、厳しい状態であるということは変わりないというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） 道の駅に関してはまだ始まったばかりですので、ぜひとも指定

管理者の四万十ドラマとともども商品開発等も行って、経営向上に向けて頑張ってやって

いただきたいと思います。 

 それから、その一番初めの江師のがですけれども、これ、具体的に、じゃ、どういった

ところへ付加価値をつけて出荷すると、そこまでのまだ具体策は現在はできてないという

ことですか。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正産業建設課長（下藤広美君） ご質問にお答えします。 

 そこまでの付加価値をつけるとかいうところまでは現在至っておりません。とにかく、

野菜、そこでポット等をつくりまして、試験的につくって、そのものをまずは江師地区の

集落の方々に配布して、それを生産すると。それを、生産したものをどういった量販店と

かいうところに持って行けば有利な形で販売ができるのかとかいうものを研究しながら進

めていきたいということが、まず前段であります。 

○議長（味元和義君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） ぜひともこれ、いわゆる農家の方々いうのは、つくる方には専

門ですので一生懸命やりますけれども、あと、どう付加価値つけて販売ルートとか、そう

いったところがちょっと苦手なというか面もありますんで、いろんな方々のアドバイスい

ただきながら、ぜひともそういった付加価値つけての販売を、ルートを開拓して、現金収

入に結びつけていただきたいということをお願いして終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １６番田邊幹男君。 
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○１６番（田邊幹男君） 再質問で何点かお聞きしてみたいと思います。 

 まず、１６ページの２款１項２目の中に広報広聴費というのが、わずかな金額ですが、

１００万円見ておられます。これは今議会の宮崎議員の質問にもあったと思いますけれど

も、これは委託の一つの形態にもよると思うんですけれども、広報なんかでしたら年間何

回発行とか、そして何ページとか限られておりますんで、比較的当初予算に計上しやすい

というか、厳密なものが出てくると思うんですけれども、ここで出ているのは、委託内容

を聞きたいわけですけれども、今回、増額みておられる内容等をご説明願いたいと思いま

す。 

 それと同じ内容になりますが、私もこれ、よくわかりません。２３ページの３款民生費

の２項、２目、１３節の委託料、私立保育所運営委託料というのが２，１７８万ですか、

こういった多額のものを見ておられますけれども、これの内容について教えてほしいと思

います。 

 そして、道の駅は出ましたね、３１ページの、これは６款、１項、１９節、桧生原地区

の集会所に１，８００万余り補助金が見ておられます。これは説明資料の方にも入ってお

るわけですけれども、この補助金は建設費用の何パーセントを見ておられるのか。そして

また、これは桧生原の婦人の家の立ち退きをその財源に充てるみたいですけれども、これ

は多分、この桧生原の家は集会所条例の中に規定されておりまして、町有だろうと思うん

です。ところが、これの桧生原の集会所の建設はこういった説明があります。「桧生原地区

が主体となって建設する」という文言が書かれておりますが、これは桧生原地区に町有の

ものを、いわば、今まであったものを新たに建設するのか、でなければ、私が疑問に思う

のは、やはり私どもの小さな部落でも、以前、集会所を建設したことはあります。そのと

きには、多分パーセント的に間違っているかもしれませんけれども、約１５％の自己負担

金が要ったわけです。となるとですね、これは桧生原地区が主体となってするのであれば、

これは私は部落の集会所と見ていいと、条例から外していいと思うわけですけれども、そ

の点、あやふやでありますので、お聞きしてみたいと思います。 

 それと先ほどケーブルについての質疑は、山上議員の方からかなり懇切丁寧にありまし

たので、私は結論的なことをお聞きしたいわけですけれども。今、課金率が７０％で、普

通の方が１，０００円、そしてインターネット入ると２，５００円でしたかね、３，５０

０円というような見ておられます。この課金率によって、大幅な根底の見直しがなされな

ければならないと思うわけですけが、せんだっての議員協議会で企画課長の方から、最終
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的にもう一度アンケートをとって、その結果を考えて、一部もしどうしても、例えこうい

うことだろうと思うんですけども、課金率といいますか、加入世帯がそれに達しなければ

断念もあり得ますよという説明を受けたわけですけれども、町長は先ほど来の答弁では、

かなり力を持って、自信を持っておられるようですけれども、最終的に、再アンケートの

調査の結果、それが課金率７０％に満たない場合はですね、これは町長にお聞きしたいわ

けですけれども、万が一断念もあり得るのか、その点をお聞きしてみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） まず最初に１６ページですか、１６ページの２款、１項の２

目、広報広聴費の「広報しまんと」の作成委託料１００万８，０００円組んでおるわけな

のですけど、補正で、その内容について説明させていただきます。 

 広報については年間予算ということで当初組んだところです。その中では、新たにリニ

ューアルするということで、そのページ数の一部については外注をしておくというような

形で始めたところです。それで今回はそれから１年近くたったということで、プチ、片仮

名で言うたらいけませんね、一部の更新といいますか、内容をちょっと変更していこうと

いうことで、この予算を組んだところです。 

 内容については、今まで広報、基本的には１６ページという内容でやってきたわけなの

ですけど、前回、ケーブルテレビについては特集号を４ページ組んだところですが、やっ

ぱり１６ページの範囲の中ではなかなか説明しにくい内容があるということで、できれば

２ページなり４ページなりというボリュームの中で、その時々の特集のテーマを組んで、

それに対する丁寧な説明をしていけるような形の編集方法にしようということで、１月号

から予定をして、今、広報委員会等でも検討しているところです。その増ページになる、

２ページなり、４ページになる増ページなる費用としてこの１００万８，０００円ですか、

それプラスアルファの要因もあるわけなのですけど、主はそのことで増額というふうにし

ているところでございます。 

 それから、最後の質問にありましたケーブルの関係でございますけど、これについては、

町長の先ほどの答弁の中にもありましたが、５０％、７０％はこの事業を進めて行く判断

材料としてしておったというような話でした。それで実際、これから事業説明を各地区で

やりながら、その中で仮加入申込書というような確認をとるわけなのですが、そのときに

余りにも低いと、現実のアンケートではこれであったわけなのですけど、現実、それが３
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０％とか２０％とかそういった状態では、なかなか受益者負担での運営というのは困難で

あるということで、その実施設計の段階、各地区での事業説明をし、仮加入申込書の少な

いという段階では断念もあり得るということを説明したところです。その内容については、

また町長の方からもお話あると思うわけなのですけど。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） ケーブルシステムについてでございますが、冒頭、企画課長の方

からご報告を申し上げましたように、現時点における加入すると、いわゆる課金率といい

ますか、期待できる方々は５９．２％ということでございますが、これはあくまでも無作

為抽出法による結果でございまして、全世帯の実態調査ではないということはありますが、

この数値については私は一定信憑性があるというふうに思っております。 

 現状で７割を若干切ることにはなりますが、先ほど、山上議員のご質問に対してお答え

をしましたように、やはり地デジへの対応はもちろんですけれども、さまざまな交通手段

の確保、これは防災行政無線にかわるものとしての整備の必要性、そういうことを含めま

して議会の皆さん方のご理解もいただきつつ、推進をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 先ほどの私立保育所の委託についてご説明をいたします。 

 これにつきましては、子供の増減によって、それに伴う中で金額が増減いたしてくるわ

けでございます。特に子供さんが増えることによってのその処遇のことで、一人当たりの

単価と申しますか、保育単価というのが決まっておりますので、子供さんが入ることによ

ってその内容が変わってきます。それと、そのことによって職員、要するに臨時職員も含

めて雇いもせないけませんので、その分が入ってくるわけです。そういうのを計算されま

して、国と県と町とで割り振るということになっていこうかと思います。 

 このことが上がってきますと、その下にある、負担金というのが出てくると思いますが、

マイナスの４１９万５，０００円と。子供が入ることによって合理化されてきまして、そ

の部分のお金が、町が出しよった分を国と県と町の、要するにルール分で処理ができます。

その分で、先にそれで、子供が増えたことによって整理がつきますので、その残り分が町

単となってきますので、その部分で今回子供さんが増えたことで、若干、町の持ち出しの

部分が国、県の方の補助に入れることができたということで、安くなっていくというよう
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な仕組みになっております。なかなか理解しにくいかもしれませんけども、そういうよう

な内容であります。 

○議長（味元和義君） 渡部農林水産課長。 

○農林水産課長（渡部 睦君） 桧生原地区の集会所建設についてお答え申し上げたいと

思います。 

 議員さんご指摘のとおり県道小味野々川口線の拡幅によりまして、現在、町の持ってお

ります桧生原農村婦人の家が移転対象になりまして、町の持ち物でございますので、歳入

では１３ページの方に記載させていただいておりますが、雑入の方で、「県道改良に伴う物

件移転補償費」ということで１，８５７万６，０００円と、それと、その前の１２ページ

ですね、「土地建物売払収入」ということで用地費、用地、土地も町有地でございましたの

で、１９３万予算計上させていただいております。 

 旧の窪川地域ではそれぞれの地域に集会所がございまして、それぞれの地域の集会所に

つきましては補助事業で建てたもんについては、耐用年数が過ぎたもんについては基本的

に集落の方で管理していただこうということで、集落の方に譲渡する方向でずっと動いて

おります。それで各地域の基幹的なコミュニティーセンター、立西町民会館、仁井田町民

会館、影野町民会館、それから東又の基幹集落センターについては、一集落が使うんでな

くて、地域のコミュニティーセンターということで直営で管理をしていくという方向でご

ざいましたので、ここの部分につきましては移転補償費の範囲内で、桧生原集落に補助金

で、その補助金の範囲内で建てていただきたいということで、それで、うちの方は３月末

までに前の集会所の方を取り除き等もせないきませんので、３月に条例廃止の方を考えて

おります。 

 なお、この移転補償費ながですが、実はこれはもともと桧生原小学校で使っておりまし

たところでしたんで、裏に広い敷地が、また町有地がございます、運動場やった部分やと

思うんですが。それで土木の方はどうしても、引き家工法といいまして、引っ張ってやる

のしか積算をしてくれませんでした。新たに建てかえで積算していただいたらかなりもっ

と大きな金額になったと思うんですが、ジャッキで上げて引っ張っていく。この桧生原集

会所も建ててから３０年超えておりますので、それで果たしてええのかいうこともござい

まして、移転補償費の範囲内で集会所の方を建てていただきたいということで予算計上の

方をさせていただいております。現在、設計書見積中でございまして、どれだけの金額に

なるか、今のところちょっとまだ発注も、もちろん予算もついておりませんので、発注も



 －36－ 

しておりませんので、設計書ができたような状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） まず、その集会所の件ですが、基幹集落には補助金で建てゆう

と。 

 私、条例調べましたら、町条例で規定されているものが２３カ所ありますね。あとは教

育委員会の方で教育的な集会所はあるかもしれませんけれども、従来から私は、これは小

さい部落にとっては、全部建設も、そして管理・運営・修理も小さい部落はやっておるわ

けですよね。ということから、これはたまたま町の立ち退きでその補助金が出たというこ

とで、全額を補償するようですけれども、私は桧生原地区は基幹集落センターに相当する

からなっておるんだとは思いますけれども、やはり極端にいえば、これから１５％引いた

ものを補助して、１５％は地域負担にしていくのが公平公正の何から言いましたら、特に

小さな部落というのは非常に財政的に圧迫する持ち出しがいるわけですよ。それで、今聞

いておりますと、町営で一応建てて、そして来年度ですか、次の条例改正でのけていくと

いう、お聞きしたがですが、それ、間違いないですね。 

 それと、もう一点、次にそのケーブルですが、私がお聞きしたかったのは、努力すると

いうのはわかりますけれども、私も基本的にはケーブルテレビは整備しなきゃならんと思

っておりますけれども、やはり根底から課金率が計算違いになれば、先ほど町長からの説

明では、特別交付税でも出るからということもありましたけれども、しかし、入らない家

庭に対しては不公平が生じると。特交で入ろうが何しようが、一般財源からしようが、不

公平に入るということで、やはり余りに極端に少ないとやはり政治的決断といいますか、

それで断念も私はやむを得ざるんじゃないかなと思って、町長の考えをお聞きしたかった

わけでございます。 

 そして委託の分ですが、委託はよくわかりましたが、わかりましたいうたがわかりませ

んが、やはり前もって、その委託の形態だと思うんですよ、例えば保育園なら保育園の委

託、私立保育園で。私の頭の中では、委託というのは年間でもうこれぐらいで、相互でヒ

アリングしてやってくださいよというものがあって、しかし、不慮の事故とかそういった

場合にあったらこれは町が補償しましょうというのが、僕の頭ではそれが委託の形態だと

思うんですが、どうも今聞いておると、広報にしても一部委託ということで、全面委託が

いいのか悪いのかわかりませんけれども、予算の立て方でひとつシンプルなものになるん
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ではないかと思っておりますが、その点、どうなんでしょう、お聞きしてみたいと思いま

す。お願いします。 

○議長（味元和義君） 渡部農林水産課長。 

○農林水産課長（渡部 睦君） 私のご説明が十分でなかったかと思いますが、桧生原集

落は基幹的な集落ということではなくて、川口いうところがございまして、そこに立西町

民会館というコミュニティーセンターがございます。桧生原についてはそこからかなり入

ったところでございます。もともと町が建てた桧生原農村婦人の家というので町が管理を

しておりましたが、当然、現在では指定管理にしまして全部地元で管理で、火災保険料だ

け町が出しておるというような状況です。 

 それで、もともと町の土地というか、町の建物だったんで、元来それが立ち退きになれ

ば町の方が集会所建設するのが本筋でございますが、地元の方でいろいろ工夫もされて、

地元が主体でその集会所も建てたいという要望もございまして、町が建てて払い下げをす

るのではなくて、地元の方に補助金を出して地元が主体で建てていただくということでご

ざいます。それで、今の建物については、裏に新しい集会所ができましたら取り壊しにか

かるということでございます。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 広報の関係でお答えいたしたいと思います。 

 この広報の委託に関しては昨年度ですか、行財政改革の実施計画を策定いたしました。

その中で行政がやらなければならない部分と行政がやらなくてもいい部分ということで、

なるべく地域にお金が落ちるようにということを踏まえて、民間委託も進める一つの柱と

なっております。その中で検討する中に、この広報の編集の仕方、作成の仕方いうことも

一つの課題でありました。 

 そういったことで、全体像の中で５月の段階で契約をして、今の広報の体制になったと

ころです。というのも、全部を民間委託というのはなかなか、行政情報の提供という役割

もありますので、それはできないということもありまして、ページ枠を示しながら、当初

３ページということであったわけなのですけど、それで委託をかけてやったところです。

そういうことで、今回、運営を６カ月ぐらいやる中で、もう一回、もう少し増ページをと

いうことも判断を踏まえて、その特集ページを組み入れるということになったところです。 

 それから言い忘れましたけど、それプラスに広告収入も上げていこうというのが、行財

政改革の一つにありました。それもあわせてやっていくということで、広報の１ページの
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うちの４分の１ページを、４こま広告をとるような形で進めております。そういったこと

でのページの減もあるということで、それにプラスの増ページも含めてこういう形になっ

たところです。ちなみに歳入の方には、広告の収入も１８万でしたか、入れておるところ

です。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） ケーブルテレビの加入意向調査の結果については、先ほどご報告

をしたところでございまして、現時点では５９．２ということでございますが、わからな

いという方が２０％を超えておるという事実もございます。 

 今後、事業を進めていく中で、企画課長の方からもご答弁申し上げましたが、加入する

かどうかの契約等も、これは全世帯向けて確認をしていかんといかんわけでございまして、

その段階において独立採算が難しいといった極端な加入率、契約数というものが少なけれ

ば、これは断念をせざるを得ないこともあり得るというふうに思っております。というこ

とです。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 先ほど、保育の方でございますけれども、本来ならば、

最初に決めたらずっとそれでいくかどうかという話でもございますが、園児に１人に対し

て単価も決められておりまして、途中での入所がかなりあります。今回も私立の方が２０

数名多分入っていると思うんですが、そういうことで子供の増減がありますので、減った

場合には当然その補助の方も減っていきますし、増えた場合にはそれに伴う経費について

は見ていますので、なかなか定まった状況にはならないのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） 最後になりましたが、委託の分についてですが、私が言うのは、

それは途中でいろいろ変動あるでしょう。あるでしょうが、それは両者の、委託契約先と

折半といいますか話し合いでやったらえいことで、私が言うのは、どーんと知らせてした

方が予算の立て方もシンプルになるし、わかりやすいんではないかということをお聞きし

たかったわけです。 

 それとケーブルですが、ケーブルは町長が言いましたように、これは運営費に独立採算

が欠けることであれば断念せざるを得ないということでありますが、しかし、鋭意努力し
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て、ひとつ住民の方々の説得に回っていただきたいと思います。 

 それと、えらいこだわるようですけれども集会所ですが、桧生原地区は基幹集落センタ

ーではないということで、従来からの補助金で建っておったから、町条例に乗って町の管

理で管理運営をやっておると。今、指定管理者制度ですかね、やっておるということです

が、これは、やはり私、大正町議会のときから申し上げました、公平さに欠けるんじゃな

いかということありますんで、全部が全部、部落単位の集会所にしなさいよ、条例から外

しなさいよと言うつもりはありません。しかし、やはり公平公正の観点からいえば受益者

負担といいますか、地域の方々にそれなりの負担金というものは、私はもらってしかるべ

きであると思っておりますので、今後、集会所については十分検討していただきたいと思

っております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 答弁はえいですか。 

 質疑の途中ですが、昼食のため、ただいまより１時まで休憩をいたします。 

午前１１時５１分 休憩 

午後１２時５７分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き質疑を続けます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ２点ほど、２点、３点ほどかな、お伺いしたいんですが。 

 ２４ページ、３款、２項の５目、それから１５節、１８節にゼロ歳児に対する保育関係

設備整備工事費と、それから、その後にありますゼロ歳児保育関係備品、こういった予算

が組まれておりますが、これは公立保育所ということで、ひょっと見付保育所のことかな

とも思いますが、これは、今後、ゼロ歳児保育への取り組みをやるんか、今あるゼロ歳児

保育でどこぞよそでやりよって、その施設整備とかいうもんに係るもんか、そこのところ

を聞きたいと思います。 

 というのは、見付保育園、ゼロ歳児保育を今うんと話題になっていますわね。若い保護

者の方も増えられて、ゼロ歳児保育をやっていただきたいというような要望もされておっ

て、そういった中で、来年度に向けてのそういったものの前倒しでそういった計画を立て

られておるかということが１点、それについてのご説明をお願いします。 

 それから、先ほど下元議員からもありました。質問のあったその半家バイパスに関係す
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るこの道の駅の道路標識の整備でございますが、これはですね、一財から５００万、それ

から県、国の方から５００万ということで１，０００万という、これ、考えたら、看板つ

けるにこれほど太い金が要るろうかということも感じます。 

 それで、これは当然、国道に設置するということであれば、非常にそれはもういろんな

機材がかかって高いもんにつくと。今言われておるその補助金を使うとですね、これでえ

えじゃないかというような予算の取り方ではなかなかできないと。かえって補助金を入れ

らったらですね、地元の看板屋さんに頼んで、道路へ取りつけるんじゃなくて道路の縁へ、

今、根元原にもありますが、例えば松葉川温泉の看板を立てるには、道路から外れた部分

へ、民有地へ立つかどうかわかりませんが、そういった形で立ててますわね。そうすると

非常に安い上がりでよね、何ぼ、どのくらいの金額でいくかわかりませんが、少のうても

５００万もありゃあもう上等の看板がつけれりゃせんろうかと思います。その補助金を５

００万円もらうために、それが１，０００万もかけてやらんといかんような工事かどうか、

この辺についても少しお聞きいたしたいと思います。 

 まずはその２点について、ご説明をお願いします。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えいたします。 

 ゼロ歳児の件でございますが、従来ゼロ歳児を、旧町村単位に１カ所というふうな形で

整備していくかどうかというふうな方向で考えておりました。現在、昭和保育所でもやっ

てますし、窪川保育所でもやっております。 

 その中で、窪川地区においては、ゼロ歳児の保育の要望が大変強うございました。その

中で、窪川保育所で定員９名でやっておりましたけれども、現在、最大限１２名まで増や

しましてやっておりますが、もうこれが限界でございまして、これ以上のゼロ歳児の受け

入れが難しい。そういう中で、一番近い見付保育所において、今回空き教室もあるという

ことも含めまして、ゼロ歳児の保育を来春からできるようにということで、今回お願いを

するような形になったという状況でございます。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和産業建設課長（岡本順一君） 道の駅道路標識のことにつきましてお答えを申し上

げます。 

 この道の駅の表示につきましては、主に現在国道に、いろんな箇所に表示看板、行き先

のついた看板が至るところにもあるがですけども、その裏看板を利用して設置しようとい
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うことで計画をしておりまして、主に５６号線と３８１号線の分岐、大正地域にあります

４３９号線と３８１号線の分岐、それと西土佐地域の４４１号線と３８１号線の分岐、こ

の３つの駅に、現在ある国なり県が設置しております看板の裏を使わせてもらいまして、

比較的安く上げろうということで計画はしております。 

 そこの地域に全部で７カ所一応計画をしておりまして、その中でどうしても裏看板が利

用できない部分についてのみ、２カ所については支柱ごしも計画をしております。支柱ご

し計画もしますと大体２００万程度かかりまして、ほかにつきましては大体３０万から４

０万、１カ所がですね、そういう計算になります。 

 それで、なお、道の駅が県の施設ということもありまして、県の方にお願いをしており

まして協議を進めておるところですけれども、一応経費としては１，０００万計上してお

りますが、この中で、県の方でも設置をしていただく方向で協議を進めておりまして、こ

れが認められますと、経費が節減ができるというふうに計画はしております。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 先ほど説明を受けました。ゼロ歳児保育は来春に向けての定員を

確保するということですが、当然、ことし取りかかるといっても、来年の当初予算からは

上がってくると思いますが、それで募集の方法とか、それから定員をどのくらいにすると

かいったことがわかりましたら、またそれを知らせてもらいたいと思います。 

 それともう一点、標識ですが、今聞くと、その支柱をやると１基が２００万、それから

今言うように、その三、四十万、裏へやるとしたら。今、説明もありましたが、道の駅、

当然ですが、あぐりでもそうですし、とおわでもそうですが、これはトイレの方は今言う

ように県の施設で、そのトイレは県がつくったかね、あれ、県やと思いますが、その案内

は、道の駅というのはそもそも国がそういった方針を出したわけです。そこへちょっと借

って、その道の駅へ附帯したものはつくっちゅうけど、道の駅はどこにあるかということ

については県が当然示しても構ん話じゃないかとも思いますので、ぜひその辺の折衝をう

まいこと図っていただいたら、自分ところから金出さんでも県でやってもらえというよう

なことも、考えていってもいいんじゃないかと思います。 

 それから重なりますが、もう一点。 

 町長、先ほどからケーブルテレビの基本計画についての予算づけが四十数万ということ

でなっておりますが、実はそのケーブルテレビをやりゆう中で、長野県の南牧村ですかね、

そこで話を伺ったときに、その運営費、これについては最初は特別交付金で必ず金が来る
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ぞと、そういった話を国の方からも説明があって、そういった有線ケーブルテレビを始め

たと。 

 ところが何年かたつうちに、その特別交付金が入っちゅうというんですが、裏づけにな

るものは一つもないと。国は入りゆうは入りゆうけど、その特別交付金の中へ何ぼ入っち

ゅうやらもわからんと。こういった形が言われておりますが、聞いてきたわけですが。こ

れは国はいよいよ勝手なこと言うて、やれやれ言うて特別交付金で処置するけんど、実際

その現場の方は何ぼ入りよるやらわからんというようなことが長年やっていくと言われて

おりますが、そういったところの詰めをもうちょっと何でしたら、もし計画されて、特別

交付金で、先ほど町長が手だてがあるというお話も伺いましたので、その辺を国にどのよ

うにお聞きをしちゅうかを、お伺いしたいんですが、構いませんかね。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 特別交付税につきましては、それぞれの町村自治体の特別な財政

需要というものに対応して交付をされるというシステムになっておりますが、ご案内のと

おり、最終的には総額で提供、配分をされるということになりまして、具体的にそれじゃ

どれくらいそれに見合った、あるいは実際要する経費がカバーされているかどうか、その

辺はこれまでもケーブルテレビに限らず、すべてのものについて言えることであるのでは

ないかというふうに思っております。 

 ただそれ相応の、これは本町としたら、ただ財政需要が出てくるわけですから、額その

もの、あるいは率はともかくとして、相当額はカバーされるというふうにとらえておりま

す。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和産業建設課長（岡本順一君） 標識のことについてお答えをいたします。 

 現在３つの道の駅がありまして、それぞれの道の駅が２キロ前と２００メートル前とか、

４キロ前と１キロ前とか、そういうふうに大体道の駅の片側に２カ所ぐらいの表示は、県

の方で今までしてもらっております。 

 そういう県の費用を持ちましてやってもろうた部分もあるがですけども、それの上にこ

れからのいろんな、何て言いますか、これから観光の面で、なるべくこの四万十町を横断

しております３８１号線に人の流れをつくろうということで、この計画は上げております。

なるべくそういう面でのことも出しながら、経費節減も図っていきたいというふうに考え

ております。よろしくお願いします。 
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○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） ゼロ歳児のですね、いつから始めるかということと、そ

の中の定員ということでございますが、今回、予算の方が通りますと、４月から実施して

いきたいというのが１点でございます。定員としましては６名を今のところ考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 町長のお話はうんとわかりました。具体的な数字は出んというこ

とで承知しておりますが、ぜひそういった面、運営費等についてもし、まだ決まったわけ

でございませんが、運営費等の積算のときにやはりそういったことも念頭に一つお考えい

ただきたいと思います。 

 また、この道の駅の看板につきましては今説明がありましたように、こういったことを

どんどんどんどんやっていく場合に、前年から言われておりますが、地元の看板屋さんを

使うとか、そういった特に県なんかの仕事になると特定の業者に偏る可能性も特に多いわ

けで、そういった面で、一般財源から繰り出しをして使う場合には、地元の産業育成とい

うこともあって、地元業者をなるだけ使ってそういった工事をやっていただきたいと思い

ます。 

 以上で終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） １件だけ、５０ページですけども。 

 農業土木の災害復旧ということですが、既にここに６００万ですか、出ておりますが、

既に発注しているというところもあるということで、これは見越しで発注してるわけじゃ

ないと思いますが、この部分は後に植えたということで、来季の農作業ですか、そういっ

たことに差し支える、支障というか、そういったことはない、既に発注してるのはまあい

いですけども、そこら辺、どんなもんでしょうか。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） お答えします。 

 今年度の農業土木災害につきましては、四万十町全体で３７件ございます。そのうちの

３１件が既決予算で発注できております。今回の補正は、残り６件に対する補正でござい
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まして、通りますと順次発注をして、来春の作付には間に合わせたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） ２点について質疑をいたします。 

 まず１点目です、予算書１６ページ４目、１３節。先ほどから山上議員、田邊議員、そ

れから山岡議員より質疑がありました。重複する部分については省き、答弁のあった部分

についても省きまして、私、この件に関しまして、自分は十和の中でケーブルテレビを６

年間利用した１人としても、６日の協議会で資料をいただいたわけですけれども、午前中

に担当課長より数字の訂正がありましたけれども、そういう中ではまだ不安があります。

というのは、やはり一般質問の中でも宮崎議員が言われたように、１００％の加入という

部分で、１００％加入していただければいいわけですけれども、そうでなかった場合です。 

 ケーブルテレビは行政からの情報等、いろいろと流すようになると思います。町の施設

として、未加入者に対して行政サービスをどういうふうに考えているのかというのを、そ

こを伺いたいと思います。 

 ２点目については、予算書の３１ページの３目の１９節です。 

 農地・水・環境保全向上対策支援交付金というのが７６２万６，０００円減額となって

おりますけれども、その理由と今後の対応策を伺います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 未加入者に対する行政としての役割をどうしていくかという

ことだと思います。 

 十和のケーブルの場合にはまあ１００％近い加入ということで、なおかつ屋外の音声告

知もしながら、屋内の告知端末も置くという、手厚い行政情報、災害情報の提供をする役

割を担っておったわけなのですけど、基本的にこのケーブルシステムを計画する段階では、

どうするかという検討した段階では、屋内端末をやると非常に予算もかかるということで、

当初の段階では屋外に告知放送を設置、既存のものを含めて２００カ所ぐらい設置すると

いうような計画をしたところです。それで基本的な災害なりの吹鳴と、火災であればどこ

が火事といったような緊急の連絡を屋外でするということで、未加入者もそれで確知でき

るような体制をとろうというようなことにしたところです。 

 ただ、ほかの、今年度事業しておる香川県のまんのう町があるわけなのですけど、そこ
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の場合にはＦＴＴＨというケーブルを引きながら、それは希望する加入者にはそれをやり、

なおかつ個々の世帯にはＩＰ告知端末というのを全カ所設置して、要するに災害、行政の

告知についてはそれで放送しておくというような体制もとっておるそうです。 

 そういった意味で、今後、予算の絡みもありますので、これから基本設計、実施設計の

中でどれが一番費用対効果があるというか、そういうのは行政の役割として果たせねばな

らないとこですので、何らかの協議の中で検討していきたいというふうには考えていると

ころです。 

○議長（味元和義君） 渡部農林水産課長。 

○農林水産課長（渡部 睦君） ページ、３１ページの、農地・水・環境保全向上対策支

援交付金の７６２万６，０００円の減額でございますが、これだけではちょっとわかりに

くかったかと思います、大変申しわけないと思います。 

 この事業は本年度からの実施されました事業でございまして、農道とか、農地農道、水

路等の資源を、農業者だけでなくて地域住民なども参加して、地域ぐるみで適切な保全管

理を行う共同取り組み活動に対しまして出る制度でございます。 

 中山間地域等直接支払制度と若干内容が似たところもございまして、当初、県の方、町

の方でも中山間地域等直接支払制度と同様に、この制度も国が２分の１、県が４分の１、

町が４分の１という、中山間地域等直接支払制度と全く同じような仕組みでございました

ので、当初予算を編成する段階では、県、国の交付金を町が受け取りまして、それぞれの

協定した集落に交付するということで予算計上をしておりました。 

 ところが国の方がですね、今年度になりましてからそういう形ではなくて、高知県に、

県内にそれぞれ取り組む市町村、それから県、それから土地改良事業団体連合会、今、水

土里（みどり）ネットですかね、そこらを含めまして、資源保全地域協議会というのを設

立せよという仕組みになりまして、その高知県資源保全地域協議会が国、県の補助金を受

け取りまして、それに町村の負担分を受け取って、そこの協議会からそれぞれ協定を結ん

でおる集落に交付をするという仕組みに変わりましたので、今回、減額補正させていただ

いておりますのは、主に国、県の補助金は直接、資源保全地域協議会の方が受け取ります

ので、その分、主に減額させていただいて、町の一般財源分の支援金の部分だけは残って

おるというような状況で、町が支出するんではなくて、資源保全地域協議会が支出をする

という仕組みに変わりましたので、減額措置をさせていただいております。 

 ちなみにこれは当初は１９年度のロケットスタートと、１９年度から取り組まんと、５
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年間の活動ながですが、来年以降取り組んでもいきませんよということで始まった制度で

すが、大変参加者が、参加というか協定集落が少ないとちょっと国の方でも問題になって

おりまして、来年以降も取り組みが可能ということになっておりまして、１９年度では四

万十町で１０地区ございまして、交付金の合計が１，１４６万８４０円というので確定を

しております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） 農地・水・環境保全向上対策支援交付金についてはわかりました。

ケーブルについてもう一点だけ。 

 ６日の全員協議会での執行部の説明の中で、「民間委託化、もしくはその事業化の段階で

指定管理者に委託するという方向で考えている」ということを言われたと思うがですけれ

ども、例えば、残念ながら十和のケーブルでも滞納者がおられます。滞納者が出ることを

予想しますと、方式としてはこの間説明会の中ではＦＴＴＨですかね、その方式でという

ことで資料見てみますと、センター操作によって機械的な送信、停止ができるということ

らしいですけれども、先ほど言いましたように町民への情報のサービスを考えますと、そ

れと、やはり町長の公約でもある、一つであるということを考えると、やはり使用料イコ

ール維持費ということになろうかと思いますんで、やはり町の思いも含めて、１，０００

円掛ける１２カ月幾らと、あれ何ですかね、課金率ですか、そんなことも含めまして、単

純に月に１，０００円としたら、そのうちの何割かはやはり町が負担をしてでも、できる

だけ安く町民に負担がかからないように、自分は持ち出しもしながらぜひ進めていただき

たいと思います。 

 やはりまだまだ説明会も行くでしょうし、一応１，０００円としての線はあるとしても、

やはりそういうことも含めてぜひ一緒にやりましょうということを町民に説明もいただき

ながら、１００％に向けて進めていただきたいと思っておりますが、その点については、

先ほどからいろいろ質疑の中で町長の思いも含めて出ておりますけれども、再度、そうい

う、町ももっと負担を、お金を入れながら進めていくという方向に対してはどういうお考

えでしょうか、伺います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） まず最初に、滞納者対策といいますか、それについての疑似

的なことを一つだけ、企画課として述べさせてもらいます。 



 －47－ 

 全員協議会でお話をしたところですが、現在のところ、このケーブルテレビシステムの

方式としてはＦＴＴＣという方法で、前段から６月の定例議会も説明したところであるわ

けなのですけど、現在、それに似たような方式が十和の方式ということで、滞納者対策と

しては、基本的には何回も督促もしながら納付についての徴収を図りつつも、現実的には

断線、線を切って電波を流さないようにする方式しかないということで、１回切ればまた

今度つけるといいますかね、それをする作業の費用もかかったりして、納付者に負担もか

かるいうこともあり、その断線をする作業を行ってこなかったわけなのですけど、その費

用も発生しないという意味では、そのＦＴＴＨなりの方式になれば、センター側からの電

気的な信号操作でその電波を流さないようにすることができるということで、そういう意

味では、当然一つの公共的なサービス、電波、放送ありますので、督促をしながら、なお

かつ悪質であるということに対しての処分として、電気的にできるということで簡単に止

めることができると、強制的に止めれば多分日常的に電波のない、テレビ放送のない社会

とはあり得ませんので、そういった意味では払っていただけることを強制できるかなとい

う意味で言ったところです。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 利用料を納付しないからといって、即、機械的に、電気的に送信

を止めるということは私はしたくないというふうに思います。 

 国民としてのテレビ等を通じての知る権利というものが阻害をされるということもござ

いますが、そういったことから、あらゆる手を尽くして利用料については完納していただ

くような、そういう徴収体制を組んでいく必要があるだろうというふうに思っております。 

 それから、その１，０００円の利用料ということでございますが、現在、想定をしてお

るこのシステムの中で、課金率７割ということを前提にして、なおかつ将来的な、安定的

な運営を確保する上では１，０００円が妥当なところであろうというふうに思っておりま

すけれども。これが大きく加入率が増えるとか、あるいは逆に減るとかいうことになって

まいりますと、この１，０００円という料金設定そのものも一定見直しをしていく必要が

あろうかというふうに思っておりますが、しかし、いずれにしても１，０００円、確かに

今までなかったものを負担せんといかんいうことはあるかもわかりませんが、そんなに過

重な負担ではないというふうにも考えておるところでございまして、基本的には、この１，

０００円の料金というものをベースにしながら、今後加入状況も高め、できるだけ利用料

負担が少なくて済むような形にできれば幸いであるというふうに考えております。 
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○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 予算書の２９ページにありますが、労働費であります。 

 今回、しまんと町地域雇用促進協議会運営資金として２００万貸し付けするわけですが、

商工観光課長から、国の補助事業でありまして、３年間で５，０００万ぐらい言いました

かね、補助金があるようでありますが、多分今回の貸し付けは、まだその補助金がおりな

いための貸し付けだと思うわけですが、この雇用促進協議会の、多分この運営委員会の中

で今後、事業についての検討がなされようかと思うわけですが、課長のお話によりますと、

グリーンツーリズムと林業での雇用促進につなげていきたいということでありました。 

 ただ、いろいろ聞いてみますのに、これは協議会への国から直接の補助金になるわけで

ありまして、今まで旧中村、西土佐が、そこは億単位だったようですが、この補助金を受

けたようです。ただそれが、ところによって非常に事業のやり方が違うようでありまして、

旧中村では本当に行政がべったりで、行政が中心となってこれを行っていたと、西土佐で

はこの協議会が、言うたら、言葉はちょっと悪いですけど、自由にいろいろな事業を、メ

ニューをしながら使ったという経緯があるようです。 

 そういうように、これをいかに雇用につなげるような有利な事業としていくかというこ

とは問われてると思うわけですが、その点で、四万十町といたしましては行政がどれだけ

かかわってこの事業を民間のこの協議会と共にやっていくのか、特にグリーンツーリズム

と林業ということで、多分いろんな事業を上げながらヒアリング受けてると思いますので、

具体的にどういった事業を展開しようとしていこうとしているのか、その点をお聞きしま

す。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えをいたします。 

 地域雇用労働協議会の貸付金２００万ということで計上しております。この２００万に

ついては、当然、国から直接協議会へ金がおりるということで、ことしも１２月から既に、

今１月に向けての取り組みをしているわけですが、実際のところ３カ月に１回お金がおり

ます。委託金ということでおりますが、その中で、１９年度についても２月ごろにしかお

金がおりないということで、そういう中で２００万円の貸付金ということでございます。 

 次に、どういう事業を考えているかということですが、２本立てです。 

 森林資源利活用いうことで、まずは森林整備のコーディネーターということで、四万十
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作業道が今うちの中心の作業道ということで、視察も多く来ているわけですが、そういう

中で作業道を抜くためにかなりの研修をしないと、コーディネーター的な人が生まれない

ということで、まあそういう事業と、そして、木材加工の技術を習得するということで、

そういう素材を生かして木材の加工品はできないかということで、そういう事業も組み入

れております。 

 次にグリーンツーリズムですが、これについても四万十川という大きな財産があります。

そういう中で専門的なガイド、例えばカヌーのガイド、そしてラフティング、シーカヤッ

ク、それとツリーイング言いまして、木にザイルをかけて遊ぶというツリーイング、そう

いうガイド的な講習、それと農家民宿を育てていくということで、地産地消の料理実習と

か、そういうメニューを考えております。 

 一応今から、実際のところのどういう事業をしていくかということは、今月から１人事

業推進員が来ておりますので、そういう中で行政と一緒に、内容についてはもう少し具体

化していくということで考えております。 

 今までは事務局的には商工観光課でやっておりましたが、この予算の中で、事業推進員

ということで２名の給料と賃金が使えます。そういう中では、そういう事業推進員と商工

観光課の職員で共同しながら事業を推進していくということでございます。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） もう一点、そしたらこの協議会のメンバー、どういうメンバー

で構成されているのか。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長 

○商工観光課長（森 芳明君） 委員はですね、１０名です。 

 商工会、議会、地域振興公社、四万十農協、窪川町の森林組合と、あと学識経験者いう

ことで４名ということで、１０名の組織でございます。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 事業内容は、主にソフト面に使われるんじゃないかなと思うわ

けですが、ただ多額な金額、補助金ですので、もっといろいろ使えるという私は思ってお

りますので、ぜひこれ、十分中で協議しながら、本当に雇用促進につながるような有意義

な事業にしていただきたいと思います。終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 



 －50－ 

○１０番（田邊哲夫君） 段々、質問ありましたので、できるだけ質問がなかった点だけ

行いたいと思いますが。 

 その前に町長、お願いしたいわけですが、前にも言った記憶があるわけですが、合併に

なって大変広い面積の中で予算も組まれるわけですが、今日の質疑も聞いておりまして、

やはり例えば写真さえあれば、「ああ」ということで理解できる部分もあるんじゃないかな

というように思うところもあるわけですよ。今、デジカメの時代ですので、特に重要な予

算については、例えば桧生原の集会所の問題とか、今から質問します児童会館の問題など、

場所がここだとかこうなれば、「ああ」というわけで、まあ事業課からも聞くわけですが。

何かできることはやって、自分たちの仕事も、予算もろうたら、そしたら現地に行って確

認をしたのが一番いいのはわかってますが、できればついでに、重要な予算については、

ましてや写真がつけれるものであれば、つけていただければ余分な質問も省けるんではな

いかなというように私はずっと思ってましたので、もしそういうことでできれば、例えば

３月の当初予算あたりからお願いできればなという希望を述べて質問に入ります。 

 歳入で質問が余りありませんでしたが、交付税ばかりを聞くわけですが。いつも疑問に

思うのは、提案説明でたしか留保額もまだ４，３００万あるとかいうふうな提案もあった

わけですが、どうしても普通交付税が今回もまた７，７００万余り計上されました。９月

でまた同じ質問してましたので、そのときも答弁あったかわかりませんが、どうしても今

回またこれだけの交付税がここへ載ってくるというのが理解ができませんので、再度この

額の計上した理由をお聞かせ願えればと思います。 

 それと、９ページのきらら大正、わずかな額ですが、恐らく、使用料の件が４２万計上

されてますが、ひょっとしたらあそこの一部で喫茶を経営された方が休業になったわけで、

その減かなと思うんで、勝手な推測をしながら質問してるわけですけども、もしそうなれ

ば、あそこのスペースを今後ただ利用されるのを待ってそのままにしておくのか、それと

も、それなりのお考えがあるのか、その点をお伺いをしてみたいいうふうに思います。 

 それでは歳出へ入りますが、ページ、２３ページで。 

 恐らくそうだろうと思うわけですけども、たしか児童会館の整備工事費３００万ですが、

６月でしたか、教育民生常任委員会の方に、窪川小学校の一部にある放課後の児童・生徒

を見る施設が、児童会館であったかどうか記憶もないままに言いゆうわけですが、それに

伴う拡張整備工事だろうと思うわけですが、そうなのかどうなのか確認の意味で質問して

みたいというふうに思います。 
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 それと段々から桧生原の問題、桧生原の集会所補助金の問題ですが、私も聞こうかな思

って、まあ大体理解ができたわけですが。ただ非常に１，８５０万の補助金というのは、

先月大正地区・口打井川地域の集会所の落成もあったわけですが、あれがおよそ８００万

くらいの事業費のようです。それ以上、倍以上の桧生原地区の集会所の建設になると、大

分大きな面積を建てかえるのかなというふうには推測をするしかありません、現実的に。

どればあの坪数で今まであったのかどうなのかわからんわけですが、どれくらいの世帯の

中で、どれくらいの坪数、前回、今までと同じ坪数の建築を予定されているのかどうなの

か、世帯との関連で検討を自分自身してみたいと思いますので、どれくらいの世帯で、現

在の婦人の家が面積がどれくらいなのか、お構いなければお願いをしてみたいと思います。 

 それと段々、農業の問題でだれも聞きませんでしたので、大正と道の駅については聞き

ましたけれども、窪川の農大研修課用地井戸試掘委託事業の件でありますけれども。私も

百姓してますので、施設園芸の中で水のない農業はできません。だから、井戸を試掘する

ということになると思うわけですが、ただ、私はわかりませんが、この農大の研修施設の

中には水の施設はなかったのかなというふうに単純にしか思いません。だから井戸を掘っ

て用水施設整備をせなならんのかなと。普通、大体その施設があれば、水の施設はあるん

じゃないかなというに単純にしか思いませんので、疑問に感じましたのでお伺いをしてみ

たいというふうに思います。 

 それと課長から答弁あったわけですが、ただ、先ほども課長も遮光とか、遮光施設では

こうじゃいうて手でやりますけども、私は大体手でやってもらえばわかるわけですけれど、

そんなのも、例えば既存のやってる施設をぽこんと撮ってみりゃ、こんなもんですと載せ

れば、一々手でこう説明せんでも済むわけですよね、課長。だからもう一例ですけれども、

そういった意味で新しく補助事業等を導入する場合には、写真がぽんとあれば、ああ、こ

ういうのをやるのかというふうに一目でわかりますので、余分な質問もせんでもええんじ

ゃないかなと私は、愚問ですが言っておきます。とりあえずそれをお聞きします。 

○議長（味元和義君） 森本財政班班長。 

○総務課財政班長（森本吉彦君） お答えします、普通交付税の関係でございます。 

 今回その７，７９６万４，０００円計上したがはなぜかという話ながですけど、１２月

補正の一般財源として必要額ということで、７，７９６万４，０００円を留保しておりま

した普通交付税の中から計上させていただきました。ちなみに今回計上した残りといたし

まして、４，３１６万２，０００円留保できる財源として留保しております。 
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 以上です。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正産業建設課長（下藤広美君） 私の方からは、９ページのきらら大正使用料という

ことで、４２万円の減ということのご質問ですので、お答えしたいと思います。 

 議員おっしゃられたように、喫茶店がこのたび４月から閉店になりました。当初予算で

はその使用料を見込んでおりましたので、今回この減額ということになりました。 

 今後の活用方法につきまして私の方で考えて、再度募集かけて、また喫茶店等をやって

いただける方ということの応募いうことも考えておりましたけれども、いろいろありまし

て、ロビー等で喫煙ということをなるべくしないよういうことも考えまして、そこを利用

した喫煙所ということも考えたりもしておりますが、なお、きらら大正につきましては運

営委員会等がございますので、まだその委員会等も開いておりません。ということで、今

後そういう委員会の中で、ここの使用について検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） ページ、２３ページの児童会館のことについてお答えし

ます。 

 議員言われるとおり、以前に見ていただきました窪川小学校の中にあります放課後児童

クラブ、「うり坊クラブ」のことでございます。 

 一応、教育委員会、そして学校側とも話をしまして、隣接した部分で増築ができるとい

うことになりまして、その分の工事ということになりますのでよろしくお願いをいたしま

す。 

○議長（味元和義君） 渡部農林水産課長。 

○農林水産課長（渡部 睦君） 桧生原集会所についてでございますが、１，８５０万、

金額的に多いんじゃないかということでございますが、従前の四万十町桧生原農村婦人の

家につきましては、規模が１６５平米ぐらいでございます。今回建築しようとしておりま

す、今現在の設計段階では１５０平米の建物を建設しております。ここの集落につきまし

ては、花取踊り、花取ですかね、あれがありまして、ホールでかなり練習もされるという

こともございまして、若干広めにとっております。それと多分地震、台風等の災害により

ましても、今現在、避難場所としても指定しておりますので、和室の方も準備しておりま
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す。戸数については３３戸だったと記憶しております。正確な数字が要るようであれば、

また調べたいと思います。 

 それから農大の研修用の井戸の試掘でございますが、もともと農大で農地として活用し

ておった時期もございましたが、実際には現在農大、以前一般質問でもご答弁したと思う

んですが、かなり広い面積がございまして、全体面積としては２０ヘクタールぐらいだっ

たと思います、建物も入れましてですね。井戸の施設は２カ所ございます、それは今現在、

アグリ体験塾と、それから環境保全型畑作振興センターの、２カ所の現在利用している農

地に水の方を配水しておりまして、今やろうとしておりますのは未活用地、今現在農大が

利用してない土地へ配水を、水を配るための井戸の試掘をしようということでございまし

て、うちの方もできるだけお金もかけたくないこともありまして、今ある井戸の方で分け

ていただけんろうかというようなご相談もしておりますが、現在の作付状況では、今のま

までも水が足らんというような状況があるということで、分けることは不可能やと言われ

ておりますので、今回計上させていただいております。 

 それと大変、手で説明をした、格好悪かったかもしれませんが、できるだけわかりやす

い説明の資料なりを準備するように努力したいと思います。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） いや、決して農林水産課長のことだけ言うたがやなくて、すべ

ての予算の中で写真があればわかることがありますので、そういったことを含めてやって

いただきたいという希望を持っただけです。 

 それと財政班長でしたか、班長、それから答弁いただきました。１２月補正に必要な額

を留保してなかったら、交付税を７，９００万等にしたということですが、ただわからん

のは、普通、７月でしたか決定されますわね、額が、交付税がこればあだと。それでその

額は、そのときには現金は入ってこんわけですが、当然決定された額というのは、歳入に

見込めてええと思うわけですよ。普通やったら事業もそうだと思うんですけども、ヒアリ

ングして国がオーケー、県がオーケー出た、その歳入歳出予算を載せると思うがですよ、

事業費やったら。思うが何も、勝手な言いゆうがですよ、聞いてくださいよ。だから、交

付税も決定された額がこれだけだということが、なぜ歳入に載せて、今必要ないけども歳

出で予備費として置いちょって、その都度、予備費からここへ移す方が素直な形ではない

かなと。何か執行部だけ留保財源じゃいうて勝手に隠しちょって、勝手じゃと言い方おか
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しいかもしれませんが、その都度必要なけん、はい、こればあ、今回今月はこればあ要り

ます。そんながをなぜしなけりゃならんのかと。決定した額ですので、議会に対しても公

表して決定されましたと、しかし今は必要ありませんので予備費に計上しておきますいう

のが一番ええスタイルじゃないかなと思うがですが、いかん理由があったら言うてくださ

い。 

○議長（味元和義君） 森本財政班班長。 

○総務課財政班長（森本吉彦君） お答えします。 

 議員さんが言われますように、確かに予備費に計上か、こういう形で出していくかとい

うがになるがですけど、予備費に計上いたしますと何千だとか何億とかいう形になりまし

て、はっきり言いましたら、執行部が勝手に使えるというようなことにも出てきますので、

予備費にはそれほど多額のものを計上はしたくないということがありまして、留保してお

いて、最終的には全部出します。それで、９月議会のときも、決定金額がこればあですよ

いう説明もしておりますので、それで、これは昨年と同じ議論しているわけです、去年の

今ごろも同じ議論したがですけど。 

 そういうことで、四万十町としてはこういうやり方でやっていきたいと思っております。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 去年もやったから。だから、不可解だから毎年やるがですよ、

私が言いたいのは。理解が、解ければ言うことはないわけです。私、どっかしらの前助役

に聞いたことあるがです。やはりそうすべきだと、私もある町ではそうすべきだというこ

とを主張してきたという助役さんがおられるわけですよね。 

 ただ、その予備費に計上しちょって今、あなたとやりとりしかできんがですが、本当は

町長に聞くがですが、あなたが答えるから、あなたにしか顔向けれんがですが、予備費に

計上しちょって勝手に使えるいうたち予算、議会の議決がなきゃあ、専決でやられたらそ

れまでですけども、普通一般常識の中で、勝手に使ういうことも町長もあり得んし、議会

もそのことは当たり前ですよ。だから税法上いかんというから私は引き下がるしかないわ

けですけども、その方がすっきりすりゃせんかということを、去年も言うたらしいですが、

だから疑問持つから言うがですよ、そうすることが私はベターだと思うわけです。だから

毎年、また来年も言うかもしれませんよ、おったら。だからそういう、してほしいという

がですよ。それがいかんという理由がありゃあしようがないです、引き下がるしかないけ

ども。そうしたものが透明性のあることになりゃせんかということですよ、私が言いたい
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のはね、町長、どうでしょうか。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 予備費も歳出でございます。 

            〔１０番田邊哲夫君「そりゃそうです」と呼ぶ〕 

 特定の事業に充てるというものではございませんが、歳出の一つ。交付税がこれだけ入

るから、余った分を予備費に積むということにしても、何で予備費をそれだけ太らさんと

いかんがかやという議論が出るだろうと思います。 

 去年もこの質問をいただきまして、我々としては、そのご指摘、反省も踏まえて、年間

の交付税の決定額はこれだけございますと、その都度、補正予算のたびに交付税を何ぼ充

当して、留保財源はこれだけストックを持っておりますということは、提案理由説明なり、

行政報告で申し上げてきておりますので、それはそれで私は一番自然なやり方ではないか

なというふうに思います。何も執行部が交付税を引っ込めといて、それで猫ばばをすると

か、そういうつもりはさらさらありません。 

            〔１０番田邊哲夫君「そりゃそうよ、だからオープンにして」

と呼ぶ〕 

 それは公開をしてやってきておることですから、何ら問題ないというふうに思います。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第８９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８９号平成１９年度四万十町一般会計補正予算（第３号）を採決します。 

 議案第８９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８９号は原案のとおり可決さ

れました。 

 会議の途中ですが、ただいまより２時１５分まで休憩とします。 
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午後１時５５分 休憩 

午後２時１３分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第８ 議案第９０号平成１９年度四万十町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第２号）、日程第９ 議案第９１号平成１９年度四万十町国民健康保険

大正診療所特別会計補正予算（第２号）、日程第１０ 議案第９２号平成１９年度四万十町

国民健康保険十和診療所特別会計補正予算（第２号）、日程第１１ 議案第９３号平成１９

年度四万十町大道へき地診療所特別会計補正予算（第１号）、日程第１２ 議案第９４号平

成１９年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第２号）、日程第１３ 議案第９

５号平成１９年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、以上、議案第９０号

から議案第９５号までの６議案を一括議題とします。この６議案につきましては、いずれ

も既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第９０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９０号平成１９年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）を採決します。 

 議案第９０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９１号平成１９年度四万十町国民健康保険大正診療所特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

 議案第９１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９２号平成１９年度四万十町国民健康保険十和診療所特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

 議案第９２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９２号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９３号平成１９年度四万十町大道へき地診療所特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

 議案第９３号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９３号は原案のとおり可決さ
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れました。 

 これより議案第９４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９４号平成１９年度四万十町老人保健医療事業特別会計補正予算（第２

号）を採決します。 

 議案第９４号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９４号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９５号平成１９年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

 議案第９５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９５号は原案のとおり可決さ

れました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１４ 議案第９６号平成１９年度四万十町簡易水道事業特

別会計補正予算（第２号）、日程第１５ 議案第９７号平成１９年度四万十町下水道事業特

別会計補正予算（第１号）、日程第１６ 議案第９８号平成１９年度四万十町ふるさとの森

づくり事業特別会計補正予算（第１号）、日程第１７ 議案第９９号平成１９年度四万十町

給与等集中処理特別会計補正予算（第１号）、日程第１８ 議案第１００号平成１９年度四

万十町水道事業会計補正予算（第１号）、以上議案第９６号から議案第１００号までの５議
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案を一括議題とします。この５議案につきましては、いずれも既に提案理由の説明が終わ

っておりますので、これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 議長がすぐに終結をしますので、手を挙げました。 

 今回、９６号の簡易水道ですが、一般会計からの繰り入れをして、主な事業は給料に伴

う諸手当、共済費が主な額であるわけですが。 

 今回、１２月でこの給与等の補正をする理由についてお伺いをしてみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 伊藤上下水道課長。 

○上下水道課長（伊藤哲郎君）ご説明を申し上げます。 

 職員の会計間異動によりまして、上水道の会計から簡易水道へ１名職員を異動させた関

係でございます。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 今、担当課長から答弁いただいたわけですが、そうなるとその

５８０万という額がいつから異動にするのかしたのか、したということを今言われたわけ

ですが。いつからいつまでの給料、手当、共済費の金額ですか。本来は、その区分けがわ

からんわけですが、１人の職員がいろんな仕事をしてますので、この水道だけじゃないと

思うわけですけども、いつからいつまでの今回の補正額でしょうか。 

○議長（味元和義君） 伊藤上下水道課長。 

○上下水道課長（伊藤哲郎君） ４月１日からでございます。それまでは、既決の予算を

執行しておりました。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２５番宮崎南海男君。 

○２５番（宮崎南海男君） 私は、議案第９９号給与等集中処理の特会の会計の関係でご

ざいますが。 

 私これ、どうも不可解でならんのです、この特会が不可解でなりません。これを質問す

るに当たりましては、既に認可されておりますけれども、１８年度決算の話から入らせて

いただきたいと思います。もちろん、もとより認定されておりますので、決算についての

質問ではございませんので、関連がありますのでよろしくお願いしたいと思います。 
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 ちょうど、これ、１８年度からできた特会ではないかと思うがですが、この１８年度に

おきましても、ちょうどこの１８年度の１２月の定例で補正が出されております。私は、

補正が出されておりますから当然これは動いておるものだと、この特会は動いておると思

っておりましたところ、決算が出ましたら歳入歳出ゼロ決算、それで予算はそのまま、歳

出においては不用額いうものが出ておるわけです、これは済んだことでございます。 

 そういうことでございまして、本題に移りますが、１８年度補正がそうであったように、

ことしの１９年度もまたこの１２月に補正が出ております。補正が出ると、増でも減でも

この会計は動いておるんだなと、執行しておるんだなとだれしも思うと思うんです。です

から私は１８年度１２月に補正が増であろうが減であろうが出たときは、手を上げて賛成

したわけですが、先ほど申し上げましたように、歳入歳出ゼロ決算というようなことにな

ったわけでございます。 

 それで本来なら、一般的に言えば、執行部が議会へ上程をしてきて、よかろうというこ

とで賛成多数で可決した議案が執行されていない、全く執行されていないことに、そうい

う場合には、まあ決算のことは言いませんが、通常、職務怠慢ではないかということにな

るのではないかというように私個人は考えるわけであります。 

 そこで、１２月に今、減額で１，９００万ですか、出ておりますが、それはそれとして、

果たしてこの特会会計が１８年度のことを考えてみると、活動しているのか、執行してい

るのかと４月から。１８年度が４月から執行していなかったのに、１２月に補正をしてお

るわけでありますから、今回も１２月に補正は出ておりまして、あたかも動いておるよう

に感じるわけでありますが、本当にこれ、４月から予算執行しておるのかということを聞

きたいと思います。 

 それから歳入の原資、これがわからんのです。諸収入、給与等振替収入と書いてありま

す。この原資はこれ、一般会計からの繰り入れでもないし、どこから生まれてきておるの

か、この原資の流れについてお尋ねしたい。 

 それから歳出が今回は減でありますが、それに比例したように歳入も減になっておりま

す。通常、歳入が一本でありますから、事は話はしよいわけですが、結局、何でしょうか

この特会については。歳出は増える、あるいは歳出が減る場合はそれに比例して、一本の

歳入事項でございますから、それが増えたり減ったりするということでございましょうか、

そこらあたりお尋ねしたい。 

 それから歳出について、全部人件費です。この人件費は、この特会の仕事については何
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人で、どういう仕事内容かわかりませんので、そこをひとつ後学のためにお教え願いたい

と思います。詳しくかみ砕き、含ますように、優しくひとつご指導願いたいと思います。 

○議長（味元和義君） 樋口総務課副課長。 

○総務課副課長（樋口 寛君） お答えを申し上げます。 

 この当会計につきましては、職員の給与等の支払い事務を簡素化させるための会計でご

ざいまして、全職員の給与については目的別に一般会計及び各特別会計に計上しておりま

すけれども、実際の支払いについては、一たんこの給与等集中処理特別会計から支払って

おるということでございます。 

 ですから、４月から当然この会計ですべての職員の給与等について支払いをしておると

いうことでございまして、逆に言いますと、一般会計ですとか他の特別会計に計上してお

ります人件費等につきましては、執行しておらないということでございます。それで３月、

年度末までの人件費の支払いが終了しました段階ですべて精算をいたしまして、一般会計

に計上しておる職員は、その会計のその費目でという形で振替処理をするということでご

ざいます。ですから、４月からこの処理特別会計については会計で執行しているわけです

けれども、決算段階ではすべての金額を、それぞれの会計のそれぞれの費目に振替処理を

しますので、給与のこの会計については、決算額がなくなる振替をした段階でなくなって

精算が行われるということでございます。 

 それで歳入についても、確かにわかりにくい歳入の計上の仕方なんですけれども、便宜

上、事務処理を簡素化するために設けておる会計でございますので、歳出と同額を仮の歳

入として、歳入歳出当然同額でないと予算は成り立ちませんので、そういう形で計上して

おるということでございます。 

 それから職員数ですけれども、先ほど言いましたように、すべての会計の職員について

計上しておりますので、３４０名の一般職員、それから４名の特別職、合わせまして３４

４名の全職員分の給与等を計上しておるということでございます。 

○議長（味元和義君） ２５番宮崎南海男君。 

○２５番（宮崎南海男君） ああ、ちょっとわかってきた、そういうことか。 

 そしたらこれに出ておる何、手当らあは、それは全部ほかの一般会計とかそんながで計

上されちゅう分がここへ集約されちゅうということになるわけ。どうしてこんなわからん

ようなことをやるがじゃろ、まあそういうことか。 

 それで、仕事の内容はこれはどんなになるがですか、内容は、この会計の仕事は。この
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歳入の諸収入、このお金そのものは、もとはどこから出ゆうがですか、一般会計ですか。 

○議長（味元和義君） 樋口総務課副課長。 

○総務課副課長（樋口 寛君） お答えを申し上げたいと思います。 

 この会計の仕事の内容、職員の仕事の内容と言われますと非常に難しいわけですけれど

も、先ほど申し上げましたように、一般会計か特別会計に計上しておる職員のすべて、先

ほど申されましたように、集約した形の給与等のみの会計でございますので、すべての仕

事をしておる職員の給与等を計上しておるということでございます。 

 それから、その財源についても、ちょっと言葉は悪いかもわかりませんけれども、かた

ち上、計上しておるということでして、最終的には各会計に人件費はもちろん計上してお

るわけですので、そちらの方で支出するということで、決算額についてはゼロに、振りか

えた時点でこの給与会計の決算額についてはゼロになるわけですので、かたち上、歳入に

ついては計上させていただいておるということでございます。 

○議長（味元和義君） ２５番宮崎南海男君。 

○２５番（宮崎南海男君） この議案と外れますが、その決算の話、今してくれましたか

ら、お尋ねしておきたいです。 

 歳入歳出ゼロ決算と。それでありますけれども、それはわかりました、その分はわかり

ましたが、予算上は予算減額してゼロにするわけじゃないんですか。予算額、そのまま不

用額で残しておらあね、それはマイナスにしてゼロにするということじゃないですか、歳

入歳出がゼロになった時点で。 

○議長（味元和義君） 樋口総務課副課長。 

○総務副課長（樋口 寛君） すべての人件費の精算ができますのが、３月の給料を支給

した後でさまざまな調整を行いまして、結局、出納整理期間に入るということですので、

出納整理期間に入って最終の振替処理をしてゼロにするわけでございますので、給与会計

の予算額については最終の予算額をそのまま残しておくと。時間的な余裕さえあれば両方

ゼロにしても構わないと思いますけれども、それこそ事務処理上、最終の予算額について

はそのまま予算減額として残っておるということになります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第９６号について討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９６号平成１９年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

 議案第９６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９７号平成１９年度四万十町下水道事業特別会計補正予算（第１号）を

採決します。 

 議案第９７号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９７号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９８号平成１９年度四万十町ふるさとの森づくり事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

 議案第９８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 
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○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９９号平成１９年度四万十町給与等集中処理特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 

 議案第９９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９９号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第１００号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第１００号平成１９年度四万十町水道事業会計補正予算（第１号）を採決

します。 

 議案第１００号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第１００号は原案のとおり可決

されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１９ 議会改革特別委員会の中間報告についてを議題とし

ます。議会改革特別委員会から中間報告を行いたい旨の申し出があっております。 

 お諮りします。 

 議会改革特別委員会からの中間報告を許可することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議会改革特別委員会からの中間報告は、これを許可することに決定しまし

た。 

 議会改革特別委員長宮地章一君。 

○議会改革特別委員長（宮地章一君） 許可をいただきましたので、四万十町議会改革特

別委員会の中間報告をさせていただきたいと思います。 

 去る３月に議員発議によりまして設置をされました議会改革特別委員会は、旧３カ町村

を網羅した８名の委員で構成しており、任期は２年ということになっております。 

 これまでに４月、５月、１０月、１２月と４回の委員会を重ねてきたところでございま

す。あらゆる角度からいろんな活発な意見が出されておるところでございますが、当委員

会といたしましては、みずからがみずからのことを決めていくという大変厳しい課題もあ

るわけですが、議員各位のご理解をいただきながら、町民に認めていただける議会に邁進

していかなければならんというふうに思っております。委員会の議論の内容といたしまし

ては、大きく３つの課題を挙げまして、議論を進めておるところでございます。 

 まず第１点といたしましては、議員定数についてでございます。２点目は、議員報酬に

ついて、そして３点目といたしまして、議会議員活動の活性化・活発化でございます。そ

れと同時に議会の情報公開。以上の事柄を中心に論議を進めてきておるところでございま

す。これまでには県下３５市町村があるわけですが、全市町村の人口・面積・決算状況・

議員定数・議員報酬などを調査をしながら、それをたたき台にして論議をしてきたところ

でもございます。 

 また、高知市議会が議会特別委員会を設置しておるという話も伺いましたので、議会の

事務局の方に出向きながらご指導も仰ぎ、このことも参考にしながら委員会を進めておる

ところでございます。 

 これまでの大筋の議論を取りまとめておりますので、抜粋をしてご報告を申し上げたい

というふうに思います。 

 まず議会運営の改革の意見としてでございますが、定例議会の傍聴機会を広げていく、

あるいは議会と住民との公聴会を持ってはどうか、そしてまた、ケーブルテレビにより議

会中継はできないか、あるいは移動議会は考えられないか、土日の議会開催の検討はでき

ないかと、これはある市によってはやっておるというところも聞いております。そしてま

た、各常任委員会の活性化、それから一般質問の時間制限は現状でどうか、あるいは質疑
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の３回は適当かどうかというふうな、いろいろ各論が出されておるわけでございますけれ

ども、この議会運営の改革といたしましては、委員会経過途中であってもできることはや

っていこうということで、ケーブルテレビによる議会中継、当面、十和地区のケーブルテ

レビになるわけですが、できることはやっていこうじゃないかということで、この件と土

日の議会開催の検討については、議会運営常任委員会の方に委託をいたしております。 

 次に、議員定数についてでございます。特に県下の類似市町村、いわゆる面積とか、あ

るいは人口とかが似通った市町村があるわけですが、この市町村などを一つの参考にしな

がら、町民１，０００人に１人が適当ではないかと、あるいは１８名から２２名で検討し

てはどうかと、それから人口・面積を加味して検討しなければならない、あるいは住民の

声も十分に考慮しながら検討していこうというふうな意見が出されておるところでござい

ます。 

 また、議員報酬については、若い後継者、いわゆる議員のことでございますが、を育て

ていくためにもある一定の報酬は必要である、あるいは少数精鋭で一定の報酬は必要では

ないかと、そしてまた議員報酬については最終的には四万十町特別職報酬と審議会がある

が、当委員会でも一定の額を示すべきであろうと。そしてまた、本年執行部により１年限

定の給与削減ということがあっておるわけですが、議員は４年間であると、これと同じよ

うに物事を判断するのはおかしいのではないかと、財政難の時期ある一定の削減は必要で

はないかと、住民感情を考えると一定の削減は必要ではないかというふうな意見が出され

ておるところでございます。 

 以上のような進行状況が、４月、５月、１１月の委員会の中では出てきたわけでござい

ます。１２月の委員会におきましては、政務調査費の是非、あるいは予算決算の審議の方

法について議論をしたわけでございますが、政務調査費については、現状の中では政務調

査費というのは控えておかなければならんだろうと。特に議会議員の活性化という観点か

ら、議員が勉強するという意味で政務調査費もという意見も出されたわけですが、どうも

現状の中で無理という判断をいたしております。また、予算決算の審議については、旧の

それぞれの町村の時代からいろんな方法がとられてきたわけでございますが、今回は特に、

全員での特別委員会を設置すればいいのではないかという結論が、当委員会では出されて

おるところでございます。 

 以上、これまでの特別委員会の経過報告でございますが、議員各氏のご意見あるいはご

指導をこの機会にいただければ非常にありがたいというふうに思っております。 
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 また１点、先般、四万十町の未来を考える会の方から再三再四にわたって、特別委員会

と意見交換会をしたいという要請もございました。この中で、議長、副議長、各常任委員

長が出席をいたしまして、今、四万十町の未来を考える会の５名の方々と意見交換会も行

いました。こういうことで、住民との意見交換会ということも含めながら、今後のこの委

員会を進めていきたいというふうに考えております。 

 先ほど申し上げました議員定数と議員報酬については、２年間という任期をいただいて

おりますので、平成２０年度、来年の６月から１２月の間にこの件につきましては決定を

しようじゃないかということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） これで議会改革特別委員長の中間報告を終わります。 

            〔議会改革特別委員長「どうもありがとうございました」と呼

ぶ〕 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２０ 発議第２４号四万十町議会ケーブルシステム調査特

別委員会の設置についてを議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） 酒井、竹内、松下、田邊、宮地、林、岩井、氏原、各議員の賛同

を得まして、四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会の設置について、別紙のとお

り会議規則第１４条の規定により提出をさせていただきます。 

 内容でございますが、四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会の設置について、

次のとおり、四万十町議会ケーブルシステム設置特別委員会を設置するものとする。 

 記、名称は四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会といたします。 

 設置の根拠は、地方自治法第１１０条及び四万十町議会委員会条例第６条でございます。 

 目的につきましては、四万十町議会は、今議会に新四万十町ケーブルシステムの基本設

計が予算計上されました。この事業の総事業費は大変大きく、また、情報配信の主要な施

策であり、非常に性急な状況をかんがみますと、執行部と協調し並行して調査し、結論を

得て議論・検討をすべきであります。 

 以上のことから、四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会を設置し、これに付託

して、議会の閉会中はもとより、ケーブルシステムの調査活動を行うことを提案するもの
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でございます。 

 なお、委員定数は９名、任期につきましては、この四万十町ケーブルシステム実施計画

の決定までとするということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○議長（味元和義君） １９番梶原政利君。 

○１９番（梶原政利君） ただいま提案されました、ケーブルテレビシステムの調査特別

委員会の目的のところで、１、２、３、４段目の右の端の方に、執行部と協調して、並行

して調査し、結論を得て議論・検討すべきやと、これ、結論を得る前に議論・検討をすべ

きでないか。結論を得たらもう検討する必要はないというように思います。これは字句の

訂正をする必要がありゃせんかと、そういうように思います。 

○８番（山上利嗣君） いいですかね。 

 この意味はですね、やはり一つ一つ物事を決めていくのに結論を出していきながら、自

分たちもその結論に従って検討していくと、こういう意味の結論で、もう完全に終結して

しまった結論ではなくて、相当数多くの案件をずっと整理していかないかんと。特に、い

ろんな今までの執行部の説明を聞きましても、もうあの横文字からシステムはほとんどわ

からん状態でございまして、一つ一つ勉強しながらという意味の結論でございます。それ

でどうしてもぐあいが悪ければ、皆様方のまたご意見をいただいて、それなりの修正はさ

せてもらいます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 任期のその期間になってますが、これ、新四万十町ケーブルシス

テムの実施計画の決定となっておりますが、決定ということになれば議会で諮らんといか

んわけですが、これはその実施計画が策定された段階じゃないですかね。 

            〔８番山上利嗣君「策定して、それがもう議会へ出すという…

…」と呼ぶ〕 

 出す形になったときが。 

            〔８番山上利嗣君「なったときが終わりですという意味です」
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と呼ぶ〕 

 終わりですね。 

            〔８番山上利嗣君「その後、我々がここで、議会で議論をする

という」と呼ぶ〕 

 すると。それでこれ決定となると、その終わるまでになってしまうよね、実施計画、こ

れはもう決定せざったときには済まんよね、それで。これ実施計画が執行部の方から策定

された段階で終わりじゃないろうかと思いますが、いかがですか。 

○８番（山上利嗣君） あくまで先ほど申しましたように、その案として執行部が、先ほ

ど質問の中にもありましたように、その７０％が大幅に減ったらどうするかというような

状況も出てくると思います。そんなことで、要するにこれ、やろうというふうな結論が出

た。それでそれは、それをやることによって議会として議論をせないかんと思いますので、

そういう意味での決定という分でございますが、これも先ほど梶原さんの指摘のように、

どうしても変えた方がいいとすれば、この字句訂正については後で検討させてもらいたい

と思います。 

○５番（山岡義正君） わかりました。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより発議第２４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２４号四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会の設置についてを

採決します。 

 四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会を設置することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、四万十町のケーブルシステムについ

ては、９人の委員で構成する四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会を設置し、こ
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れに付託して議会の閉会中はもとより、ケーブルシステムの調査活動を行うことは可決さ

れました。 

 ただいま設置が可決されました四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会の経費に

つきまして、当分の間は平成１９年度予算から支出するものといたします。 

 暫時休憩をします。 

午後２時５２分 休憩 

午後２時５３分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２１ 四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員の選任

についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会委員の選任につ

きましては、委員会条例第８条第１項の規定により、お手元に配付しました名簿のとおり

指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会委員は、お手元に配付しま

した名簿のとおり選任することに決定しました。 

 四万十町議会委員会条例第１０条第１項の規定により、ただいまから四万十町議会ケー

ブルシステム調査特別委員会を議長より招集します。 

 平成１９年１２月１３日四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会様。 

 四万十町議会議長委員会招集通知。 

 委員長及び副委員長互選のため、四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会を招集

するから出席願います。 

 平成１９年１２月１３日午後２時５５分。場所は３階議員控室で行います。 

 四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会開会のため、ただいまより休憩をします。 

午後２時５５分 休憩 

午後３時１７分 再開 



 －71－ 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 四万十町議会ケーブルシステム調査特別委員会から、委員長及び副委員長をそれぞれ互

選した旨の通知がありましたので報告いたします。ケーブルシステム調査特別委員長山上

利嗣君、ケーブルシステム調査特別副委員長岩井優之介君、以上の２人が決定しました。 

 なお、委員長より先ほどの目的の文面の修正の申し入れがありましたので、これを許可

します。 

 ケーブルシステム調査特別委員長山上利嗣君。 

○ケーブルシステム調査特別委員長（山上利嗣君） 先ほど委員会の委員のメンバーで、

梶原議員さん、山岡議員さんのご指摘の部分につきまして修正をさせていただきました。

文書はもう配りませんけど、修正した部分だけを報告させていただきます。 

 「目的」の３行目、「非常に性急な状況を鑑みますと執行部と協調し、並行して調査・議

論・検討し、委員会の結論を出します。」ということに直しました。 

 それから下の「任期」につきましては、「四万十町ケーブルシステム実施計画（案）」、（案）

の決定までということに修正させていただきましたので、了承のほど、よろしくお願いい

たします。 

○議長（味元和義君） 委員長より修正の報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２２ 陳情第２９号防火水槽についての陳情を議題としま

す。 

 この陳情につきましては、所管の総務常任委員会に付託し、その審査報告書が委員長よ

り提出されておりますので報告を求めます。 

 総務常任委員長山上利嗣君。 

○総務常任委員長（山上利嗣君） 陳情の審査結果についてご報告をいたします。 

 本委員会に付託されました陳情を慎重に審査した結果、次のとおり決定いたしましたの

で、会議規則第９４条第１項の規定により報告をいたします。 

 受理番号陳情第２９号。 

 付託年月日平成１９年１２月５日。 

 件名は防火水槽の設置についての陳情でございました。消防署長含めて関係全員行きま

して、現地調査も行いました。結果といたしまして採択すべきものと決定をいたしました。

なお全員一致でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 

 総務常任委員長の報告について、質疑があればこれを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２９号防火水槽についての陳情を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２９号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、陳情第２９号は委員長報告のとおり採択することに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２３ 陳情第３０号家族従業員の人権保障のため「所得税

法第５６条の廃止を求める意見書」採択を求める陳情書を議題とします。 

 この陳情につきましては、所管の産業常任委員会に付託し、その審査報告書が委員長よ

り提出されておりますので報告を求めます。 

 産業常任委員長松下和孝君。 

○産業常任委員長（松下和孝君） それでは陳情の結果を報告いたします。 

 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第９４

条第１項の規定により報告いたします。 

 受理番号陳情第３０号。 

 付託年月日平成１９年１２月５日。 

 件名、家族従業者の人権保障のため「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」採択を
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求める陳情書。 

 審査の結果、採択すべきものと決定しております。決定されれば後でまた意見書を提出

することになります。全員一致で決定いたしました。ご審議、ご検討、ご決定のほどよろ

しくお願いします。 

○議長（味元和義君） 産業常任委員長の報告が終わりました。 

 産業常任委員長の報告について、質疑があればこれを許可します。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第３０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第３０号家族従業者の人権保障のため「所得税法第５６条の廃止を求める

意見書」採択を求める陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第３０号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、陳情第３０号は委員長報告のとおり採択することに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２４ 発議第２５号生活保護基準の見直しを求める意見書

案を議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） お手元に配付をしております発議第２５号ですが、提出者は私

田邊、賛成者は教育民生常任委員、氏原、下元、吉村、橋本、山岡でございます。 

 生活保護基準の見直しを求める意見書案、次の、今申し上げました議案を、今から述べ

ますとおり会議規則第１４条の規定によって提出するものでございます。お手元に意見書
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案は配付しておりますので、時間的にすべて読むつもりはありませんけれども、昨日も梶

原議員からも一般質問で取り上げた問題でございます。 

 政府は来年度の予算編成の中で、生活保護基準の引き下げを行おうとしています。この

生活保護の問題については、２００３年、２００４年、２回にわたって基準の引き下げを

行ってきています。また今回の引き下げが実施をされますと、後段で書いておりますよう

に生活保護だけではなく、さまざまな分野にわたって影響を与えることになりかねません。

そういった意味で、生活保護基準の引き下げ中止と、老齢加算及び母子加算の廃止してま

した復活を行うように求めるものでございます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するものでございます。 

 提出先は、衆参議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、担当厚生労働大臣あてでご

ざいます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（味元和義君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第２５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２５号生活保護基準の見直しを求める意見書案を採決します。 

 発議第２５号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第２５号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発議第２５号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において、
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字句、その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、字句、その他整理権を議長に委任することに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程２５ 発議第２６号家族従業者の人権保障のため所得税法第

５６条の廃止を求める意見書案、日程第２６ 発議第２７号原油価格の高騰に関する対策

を求める意見書案、以上発議第２６号から発議第２７号までの２件を一括議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 発議第２６号。提出者、四万十町議会議員松下和孝、以下宮地

章一、岡峯久雄、田邊客子、戸田健彦、牧野利惠子、池本公夫。 

 要件は、家族従業者の人権保障のため所得税法第５６条の廃止を求める意見書案であり

ます。上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条の規定により提出します。 

 中身についてはお手元に配ってあるとおりであります。 

 提出先は、衆議院議長河野洋平、参議院議長江田五月、内閣総理大臣福田康夫、法務大

臣鳩山邦夫、財務大臣額賀福志郎ということになっております。 

 発議第２７号、これも産業常任委員会からであります。提出者松下和孝、以下宮地章一、

岡峯久雄、田邊客子、戸田健彦、牧野利惠子、池本公夫。 

 原油価格の高騰に関する対策を求める意見書。上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出いたします。 

 中身については、皆さんにお配りしてるとおりであります。 

 高知県四万十町議会。 

 提出先、内閣総理大臣福田康夫、総務大臣増田寛也、財務大臣額賀福志郎、農林水産大

臣若林正俊、経済産業大臣甘利明、国土交通大臣冬柴鐵三、以下２件であります。よろし

くお願いします。 

○議長（味元和義君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第２６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２６号家族従業者の人権保障のため所得税法第５６条の廃止を求める意

見書案を採決します。 

 発議第２６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第２６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発議第２６号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において、

字句、その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、字句、その他の整理権を議長に委任することに決定しました。 

 これより発議第２７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２７号原油価格の高騰に関する対策を求める意見書案を採決します。 

 発議第２７号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
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            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第２７号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発議第２７号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において、

字句、その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、字句、その他の整理権を議長に委任することに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２７ 発議第２８号地方の道路整備の財源確保に関する意

見書案を議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 発議２８号。四万十町議会議員提出者竹内常喜、賛成者酒井祥

成、梶原政利、林健三、弘瀬則彦、島岡幹夫。 

 地方の道路の整備の財源に関する意見書。上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４

条の規定により提出をいたします。 

 案文については皆さんのところに配付をしておりますので、ご覧になっていただきたい

と思います。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 提出先ですけれども、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、

国土交通大臣、高知県知事に提出をいたします。 

○議長（味元和義君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 何点かお聞きしたいというふうに思ってます。 
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 総論は賛成です。 

 まず最初の文面の中で、５行目になるわけですが、ただその認識の違いか、そこら辺の

問題を指摘しておきたいのは、「県道及び町道が各集落の重要な生活道路となっているが、

そのほとんどが未整備であり」という、このほとんどが未整備ということは、本当にそう

なのかどうなのかいう点でございます。決してほとんどが未整備という、未整備というそ

のとらえ方の問題だろうと思うわけですが、確かに道幅も狭いし、交通に大変危険を伴う

ことは間違いないわけですけども、その未整備というこの考え方が、本当にこの意見書が

国にとって、ああそうだという認識を持っていただけるかどうなのかという点です。 

 もう一点、下の１に５つあるわけですけども、最後の４つについては全く同感をするわ

けです。ただ、最初の「道路特定財源を一般財源化することなく」という点でありますが、

今、政府が言っていることは、道路特定財源の一部を一般財源化したいいう点でございま

して、決して道路特定財源イコール一般財源化ということは政府も言ってないわけですが、

この問題をどう考えるかという問題です。 

 私はある面、道路特定財源の一部を一般財源化してもいいのではないかという考えを持

ってます。その理由は、ご承知のように、今先ほど採択のございました意見書にもありま

すように、原油等が大変高騰しております。１リッター当たり５４円が税いう、３分の１

が今税金で取られているわけです。その道路特定財源を使っているわけですが、大体１年

間にどれくらいの特定財源が入るかというと、約５兆７，０００億あるそうです、昨年度

で。そのうち国の財源として使うのが約３．５兆円、地方の財源として２兆２，０００億

円あるようです。当然地方にも回ってくる大変重要な財源ではあるわけですが、ただ、今

までは、いわゆる道路整備にかかわる財源ですので、過去には目いっぱいこれを年度内に

消化しよういうことで、不要不急の高速道路をつくったり、橋をつくったりという非常に

むだな財源を、使われ方をしておりました。 

 だから私は、ただ道路特定財源を全部使え、特別財源で使えということではなくして、

私たちが言いたいのは、やはり地方にもっともっとこの財源を回すべきであって、ただ特

定財源そのまま置いていっていいのかどうなのかという点を私は疑問に思うわけでござい

まして、その点について委員長のご見解をお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 今、１０番議員さんの方からの質問でありますけれども、「その

ほとんどが未整備である」という文言のとこであろうかと思いますけれども。 
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 今、四万十町は整備率が３２．７％しか道路の整備ができてないわけでございます。そ

の内訳を見てみますと、十和地域が１５．３％、それから大正地域が３４％、それから窪

川地区が４８％というような整備率になっておりまして、トータルで３２．７％しか整備

ができてないということでございます。そういうこともありまして、「そのほとんどが」と

いうことの文言をここに入れても何ら不思議はないと私は認識をしております。 

 そして、道路特定財源の一般化することなくということでございますけれども、この税

源は高知県には２億６，４００万配付をされております。これが本則税率に戻しますと１

億４，０００万、約半分くらいに減ってくるわけでございます。それで四万十町について

は２億６，４００万、高知県でも４番目に多く金が入ってきているわけでございます。こ

の金を使って整備をしていくという上で、どうしてもこの意見書は出していきたい、この

ように常任委員会で決定を見たところであります。 

 以上です。 

            〔１０番田邊哲夫君「はい、ありがとうございました」と呼ぶ〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより発議第２８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２８号地方の道路整備の財源確保に関する意見書案を採決します。 

 発議第２８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第２８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発議第２８号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において、

字句、その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思い

ます。 
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 これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、字句、その他の整理権を議長に委任することに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２８ 発議第２９号議員派遣の件についてを議題とします。 

 ５番山岡義正君から、地方自治法第１００条第１２項及び会議規則第１１９条並びに会

議規則第１４条の規定により提出されております。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） それでは、発議第２９号でございます。 

 提出は私と、賛成者は議運委員各７名の方々の連名をもって提出いたしております。 

 議員派遣の件について、上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出

をいたします。 

 議員派遣の件でございます。地方自治法第１００条第１２項及び会議規則第１１９条の

規定により、次のとおり議員を派遣をいたします。高知県町村議会議長会第５９回定期総

会であります。目的、期日、場所、派遣議員等については記入のとおりでございます。 

 以上、提案いたします。 

○議長（味元和義君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第２９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２９号議員派遣の件についてを採決します。 
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 発議第２９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第２９号は原案のとおり可決さ

れました。 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２９ 閉会中の継続審査・調査申し出についてを議題とし

ます。 

 建設常任委員長から、委員会において審査・調査中の事件について、会議規則第７５条

の規定により、お手元に配付しております申し出書のとおり閉会中の継続審査・調査の申

し出があっております。 

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり閉会中の継続審査・調査とすることにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、建設常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査することに

決定しました。 

 総務常任委員会から所管事務調査の件で、お手元に配付しております８番のヘリポート

の見直しに関する調査というのは削除をお願いいたします。 

 次に、各委員長から各委員会において審査・調査中の事件及び所管事務の調査事項につ

いて、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しております申し出書のとおり閉会

中の継続審査・調査の申し出があっております。 

 お諮りします。 

 各委員長から申し出のとおり閉会中の継続審査・調査とすることにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長から申し出のとおり閉会中の継続審査・調査とすることに決定し

ました。 

 暫時休憩をします。 

午後３時４５分 休憩 

午後３時４８分 再開 
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○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成１９年第４回四万十町議会定例会を閉会します。 

午後３時４９分 閉会 
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 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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